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日本医学脱毛協会についてのお知らせ

私達は日本医学脱毛学会認定脱毛土か所属し、かつある一定の条件を満たした医

療機関の団体です。

もし、皆様の外来で多毛症でお悩みの患者さんがいらっしゃいましたら、ご遠慮

なく下記事務局までご連絡くださL¥。北海道(札幌)より九州、I(沖縄)まで、全国

の永久脱毛術専門の医療機闘をご紹介させていただいています。

その他、エステティックサロンで不法脱毛を受けたごとによる傷害等についても

ご相談をうけたまわっています。

また、近い将来ご開業予定て、電気脱毛術に関心のある先生方、協会までご連絡く

ださると幸いです。
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巻頭 言

Hair Surgery & Medicine 3年目 を迎えて

11本l豆、主税主芋全雑誌・副編集長玉岡伸二

日本医学脱毛学会、更にその機関誌である HairSurgery & Medicine 

は通常の医学雑誌とは異なり発表者が医師fごけではなく、看護婦等の他

の医療職の方も含んでいます。医師とそれ以外の医療職の方が同じ土俵

で議論を交わすことは素晴らしく進歩的です。将来、多くの医学会やそ

の機関誌がそうであるべきだと思います。医師以外の者が発表する研究

会や雑誌はレベノレが低いといった意見を耳にすることがありますが、時

代の流れはそうではないと確信しています。そういった意味で、「パラメ

ディカノレ」という 言葉は的外れも甚fごしいと思います。「パラメテVカノレ」

という 言葉は医師のみが医学の中心(主人公)であるという、 言わば中華

思想、にはかなりません。医療に携わるすべての人々がそれぞれの分野に

おいてパラ para(傍)でなくコア core(中心)メデイカルなのです。

中央研究会や地方研究会で初めの頃は緊張したり、不慣れが目立った

脱毛士の方々も、 3年目を向かえた現在は積極的に発表したり、発言をす

る姿が目につきます。目覚ましい進歩を感じます。下手な若い医師より

遥かに優れた発表・発言fごと感じています。

論文発表の方も近い将来同様の状態に進歩するものと思いますが、医

学論文特有の書き方(詳しくは投稿規定参照)があります。それに悦れる

までの問、脱毛士の方々はできるだけ周辺の論文作成経験のある医師の

チェックを受けてからご投稿くださるようお願い申し上げます。

投稿いただいた論文の様式や誤字脱字等に関しては投稿者と編集局と

の聞の話合いで訂正されることが多いですが、内容に関してはレフリ ー

と投稿者との間に立ち編集局が苦しいことがあります。時には人間関係

の破綻にまでつながる恐れもあります。本年度よりは研究内容そのもの

に関しては書き直しではなく、2名のレフリ ーのコメントをそのまま論文

の故後に付け加えることとなりました。この形式は欧米の雑誌ではよく

見られ、雑誌の成熟の一つの表れと考えられています。

本紙がますます成熟するとともに、 l悦毛術や毛の研究にmわる )j々、
更にはその福音を受け ることができる患者さん遠のため仁継続していく

ことを干庁っています。
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総説

脱毛術前写真の撮り方

徳島附病院森住啓(11本州附会認定[王，フォトア テイスト)

1. はじめに

まずは自己紹介から。現在、徳島市民病俣病理科主任医長として、日々

病院病理業務にたずさわっております。また、同時にプロのフォトアー

テイストとしての活動も行っています。

病理医の仕事のーっとして、手術材料、顕微鏡写真を撮影することが

あります。このことは一見簡単な様で、なかなか難しいものです。すな

わち、大きさ、形、色合いのあるがままを写真として記録すると同時に、

科学的なメッセージをその写真に込める必要があります。

一方、アー ト(芸術)としての写真は自分の表現したいものを強調する、

すなわち見えるものの中でいらないものをいかに削除するかと言うこと

が技術として必要になります。

この科学としての写真、芸術としての写真には、共通するテクニック、

知識、またそれぞれに必要なテクニツク、知識があるわけですが、今回

のテーマて、ある脱毛術前写真の撮り方について、科学的かつ芸術的撮影

法を述べてみたいと思います。

2.写真撮影の原理(図1参照)

(a)レンズの絞り

(b)シャッタースピード

(c)フィノレム感度

この(aXbXc)の組合せによ って、写真撮影が行われます。

凶l
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総説脱毛術 前 写真の 撮り 方

(a)レンズの絞り(図2、図3参照)

レンズの絞りはレンズの後ろにあり、レンズを通る光の量を調整しま

す。Fナンバーで表示されF1.4、F2、F2.8、・・・ F8、Fll等と表示され

ています(図4)0Fナンバーが小さい程光の量が多〈、 Fナンバーが大き

いほど光の量が少なくなります(図5)。この絞りは光の量だけでなく、ピ

ントの合う範囲が変わります。たとえば、 1mの場所に ピントを合わせた

場合、 F1.4ではピン トが合う範囲は1cm、F5.6ては5cm、Fllでは10仰ぐ

らいとなり 、ピン トが良〈 合っ た写真を撮るためには、Fナンバーが大き

いほど良いという ことになります。 しかし、大きすぎると時くなるとい

うこしまた、レンズ設計上向、 Fll程度が最もレンズ性能を発揮でき

るとされていることより、 学術写真を撮影するためには、 F8、Fllを使用

するのが良いと考えます。

(b)シャッタースピード

これはレンズの絞りが聞いている時間で、シャ ッタースピー ドが速い

ほど光の量が少ないという ことになります。シャッタースピー ドは B(開

放)、 1秒、 1/2秒、 1/4秒、 1/8秒、 1/15秒、 1/30、1/60、1/125、1/250、

1/500 ・・となっています。

シャッタースピードと絞りは(a)X(b)=(c)という関係になって います。

((c)はフィノレム感度。)ASA100のフィルムでF8・1/60秒での光量し Fll・

1/30秒の光量は閉じというシステムです。すなわち、絞りを一段絞った

カメラーオプスキュラ(暗い部屋)はカメラの原点

絞ったとき

1Z12 閃3

1.4 2.8 5.6 

19 
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凶5

総説脱毛術前写真 の 搬り 方

ときは、シャッタースピードを一段遅くすると、同じ明るさでピントの

あう奥ゆきが深くなります。

1I延毛術前写真は、室内でストロボを使つての撮影が基本となるので、

ストロボ撮影の時は1/60秒、 1/30秒が良いと思います。これより遅すぎ

ると蛍光灯の緑色が混じ、1/125秒以上だとカメラによってはフィノレムの

半分しか光が入りません。

<ストロボの使い方>

最近のカメラにはストロボ自動調光装置がついているのて、 1m-3m

ぐらいの距離の露出は適切に出来るようですが、脱毛前写真での距離で

ある1m以下ぐらいの接写(皮膚のアップ、毛髪のアップ)は調整が必要と

思われます。

(c)フィノレム感度

ASA (lSO) 100、ASA(lSO) 400のフィ ノレムということを閉し、た ことが

あると忠、いますが、これは ASA100、ASA200、ASA400はそれぞれ倍の

感度、すなわち ASA200のフィノレムは ASA100の1/2、ASA400はASA100

の1/4の光量て適性露出が得られるという基準です。ASA100で F8・1/60

の適性露出の時、 ASA400ては F8.1/250で適性露出となるということで

す。

(d)フィノレムの種類

プリントの為のオ、ガフィノレム、スライド作製のためのポジティブフィ

ルムがあります。

ポジティブフィノレムは露出に失敗すると、正直に失敗としてスライド

が出来上がります。

オ、ガフィノレムは少々の露出の失敗はプリント時に補正でき、 ミスがカ

ノfーて、きるフィノレムて‘す。

多くの施設ではオ、ガフィノレムが使用されていると思います。出来上が

った写真の濃淡はほとんどプリント時に関係していると思います。(機械

が自動的に決めてしまう。)

少し明るめにと注文を出しておくと良いと思います。

5 



総説脱毛術前写真 の 織り方

3. ~例

実際の脱毛術前写真を見せていたfごいて、失敗作の作例から見ると

①ピントはずれ

②構図がノfラパラ

③背景が一定てない

④濃度が一定ていない、などが上げられます。

①ピントはずれ(図6)

最近のオー トフォーカスカメラはピントが合わないとシャッターが切

れないようになっていますが、自分のねらっていない所にピントが合って

もシャッターは切れてしまいます。ファインダーの中心部に目的をもって

きてフォーカスをロックしてシャッターを切ることを，心力fけましょう 。

また、オートフォーカスをはずし、マニュアノレ(手動)にしてピントを

l刈6

令わす練習をしてみましょう。レンズの距離を30cm、50cm、1mに合わせ、 同7

自分が前後に動いてピントを合わす練宵もしてみましょう(②の一定の構

凶て" '/~'，部を撮るのに重要です) 。絞りは大きい程ピントの合う範囲が広く

なります(F8かFllにして織ってみましょう)。

②構図がノfラパラ

撮った本人が同じでも、日によ って撮影距離が異なったり、複数の職

員が撮影するため、法、部の大きさ、位置、撮る方向がバラバラになって

しまいます。

多くの患者さんを同ーの条件で撮影するために、施設毎に肢街、鼠径

音11、下肢、上肢等の鍛影条件を決めておきましょう 。例えば、図7のよう

に左!被簡を織liSする場合、

・首と上肢の角度を60度(画用紙に角度を書いておく)

・ JH~街を中心に

・距離は50cm(オートフォーカスを使用する時は50cmの棒を用意し、距離

を確認する)というように。

③背景が一定てない

科学的な写真は客観性を持たすために、背設を一定にしておいた方が、

色調、大きさの変化を確認しやすいといえます。

6 
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総説脱[;術前:Ej: n の 織り )j

背景の色は、白、黒よりも、グリーン、ブノレ一、グレーのような色が良いで

す。ベッドに寝て織るl砕は、患部の下に敷〈布を同じ布に、立って織る時

は、後ろを同じ壁にするとか、布を張るとかした方が良いでしょう。

④濃度が一定てない

前にも説明したように、ヰ、カ、、フィノレムは同じ粂f牛で撮影してもプリン

トする Il~;の、現像所・コ ンピュータ ーによ って違ってくるのでしかたがな

いといえます。

同じ濃度が必要な時はポジティブフィノレムて"，1百lじ条件で織影すれば、

IHf同一濃度でしあがってきます。

以上、 写真の原理、撮影の基本的知識を述べてまいりましたが、各施

設で独自に工夫され、最も適した方法を開発していただければ幸いです。

4. さし、ごに

ここで私の考える、失敗のない術前写真の撮り方を述べてみます0

・フィノレム :ASA100のポジティブフィルム(フジプロピア)

24枚撮りを準備

・カメラ:マニュアノレにし、絞り F8、シャッタースピー ド1/60に設定

①ポジティ ブフィルムを使用

<z:撮影距離を合わせる (30cm、50cm、1m等)

③ストロボを付ける(出来れば接写用リングストロボ)

④各撒彩距離で、カメラの露出補正を5段階(-2、一1、O、+1、+2)で行う 。

(順番はノートに記録する)

露出補正がない時はシャッタースピード1/60にし (F4、F5.6、F8、Fll、

F16)と5段階で撮影(ノー卜に記録)

⑤現像したフィノレムを確認(フ ィノレムには番号カ1付いている)

⑥各撮影距離で適性な条件を磯認

(例)30cmてii、露出補正、一l、F8、1/60等

・実際の撤影は、ASA100オ、ガフィノレムが多いと思いますが、適性条件で

撮影すれば、誰が織っても同じような写真が出来るはずです。
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-脱毛剖合当院における肢窃脱毛の条件の再検討
-成長期毛

-成長期毛割合一可視毛割合の針別検討

-版;街脱毛横浜ベイクリニック庭回アヤ子，須田喜代弥，佐藤賞子，宮本美穂子，石川修一

1. はじめに 症例 1・2
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脱毛の針選択は脱毛効率を考える上で非常に重要なテー?であると考

えている。脱毛時の器械設定の出力と通電時聞が同じであれば針は太い
"'" 

ほど1I足毛効果があることは、過去の実験やデータなどから明らかである

(文献1)。私どもは初めは S針を使用し、出力6・通電時間l秒で肢認の硬
脱毛終了回数

毛の11足毛を行ってきた。だが、脱毛効果を考えると L針や C針のl秒て同
図l

しかしなカtより脱毛効率が上昇すると考える。じ出力で使用できれば、

l∞%" il 1. i! 11 it 11 11 I 
80% H 11 11 1 U 1 11 11 11 1 ロ3回以降

割 60%削 ~I 11 11 It寸
合 作制 IIIIHμι 嗣 ロ2回院量
刊%H礼-11~ IU工出11口初回世毛量
20% H 「守-l=f1 11 11 11 11 1 。%U 1.11.1101 1.' 1.1 101 1.1 I 
12345678  

症例

S針の l回・2固脱毛割合ら実際の針選択の基準は忠者の痛みと皮膚反応、などの兼ね合いで決定さ

また、 rs針使用の1秒通電』とrL針使用の1/2秒通電』の1I見毛効れる。

果1::1.殆ど同じと考えてきた。

そのデータに今回私どもは肢街脱毛の患者のカノレテデータの整理と、

より、永久脱毛効果を見直し、現在の針選択の基準の参考になるか検討

したので報告する。 M2 

平成4年9月~平成6年9月に、テスト脱毛を含む脱毛忠者総数は490名て¥

肢街脱毛を開始した患者は114名である。114名の症例の平均脱毛本数は

330本/時2問て、最終脱毛本数が50本以下になった症例は23例と少ない為、

100本以下までになった50症例を検討した。また誤差を少なくするために

本数の多い人と考えて、初回に500本以上脱毛本数のあった，皆、者を選ぴ、

それが26例である。さらに誤差を少なくするために、 7ヵ月以上の経過で

7回以上脱毛終了回数があり、症例数の少ない C針・U針を用いた症例を

除き、かつ自己処理の無いと思われた19例について検討した。

2.症例(代表2症例)

27才女性 (1:i!ll口)1)症例1

脱毛粂件は、L針使用・出力6・通電時1fl'J1/2秒を中心に行なった。図は縦

車曲、脱毛本数、機車III、脱毛回数を示している。回数毎に脱毛本数が、減

っている のがわかる。

26才女性(凶1口)2)症例2

脱毛条件は、L針使用・出力6・通電時間l秒を中心に脱毛を行った。途中

これは軟毛処理を開始した為である。全体

としては、徐々に減少しているのがわかる。

8 

で脱毛数が増加しているが、



<全脱毛数の考え方>
目見毛処理毛=可視毛/2回目以降の可視毛=成長期毛

凶3

平均可視毛事
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針のI1量買

研究 1 当院における版符脱毛の条f斗の蒋検討 ー可視毛害11合の針別検討ー

3.脱毛割合(医12)

S針、 8症例を棒グラフに表し、全脱毛本数を100%として示してみた。

口は初回、 口は2回目、 口は3回目以降の脱毛割合を示している。

4. 全脱毛数の考え方(図3)

この図は口が初回脱毛数、 口が2回目脱毛数、 口が3回目以降の全脱毛

数、口が永久脱毛処理が不完全で‘再び成長してきた再生毛を表している。

この惰円全てが全脱毛数と考える。

脱毛処理毛は可視毛と言え、2回目以降の可視毛は新たに成長期に移行

してきた、 Ii.li'成長期毛に一致すると 言える。

5.可視毛割合

各回数の可視毛割合を針5JIJに計算し検討してみた。

X回目の脱毛数
x 100 

X回以降の総脱毛数

この計算式は X回目の脱毛数である可視毛をそれ以後の全脱毛数で害IJ

k 可視毛割合を計算した。例えば、初回可視毛割合は初回本数を全本

数で害IJったものである。また、 2回目可視毛割合は2回目の脱毛数を全本

数から初回本数をヲIL、たもので害IJれば出る。さらに、 3回目可視毛割合は

3回目本数を全本数か ら2回目までの本数をヲIL、たものでや割ったものであ

る。 もし、永久脱毛の効果が良ければ、再生毛も少なくその割合は大き

くなり、量|の種類により効果の差があれば、この可視毛割合は差が出る

筈である。

6.針別の可視毛割合(図4)

横軸の針の分類として S 針のみ使用の rS~ 、 S'L 混合でS針の割合の

多いものを WS70J、L針の多いものを rL70J、L針のみを使用したもの

を、 rLJとした。縦軸は可視毛割合を表して L'7.> 0 針別に可視毛割合を

平均してみた。この可視毛割合は Sでは、 31%、S70では26%、L70ては

27%、Lでは24%であった。

つまり S針の方が可視毛割合が高〈永久脱毛効果があり、 L針はど効

果が惑い結果となった。
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研究 l 、"，院における肢符脱毛の粂{干の再検討 -"1悦毛割合の針別検討

7.考察

私どもは rs針使用の1秒通屯』とrL針使用の1/2秒通電』の脱毛効果

は殆ど同じと考えてきた。しかしながら、今回の研究では、 L針1/2秒程

永久脱毛効果は惑い結果を得た。そして、 S針でも 1秒通電ならば十分脱

毛効果ぞあけて いることがわかった。しかし、 今回の研究では平成6年9

月以降に開始した服務1I見毛の症例が合まれていない為、最近の脱毛条件、

L針使用のl秒通電やC告|使用の症例について検討していない。私どもの

針の種類の選択と脱毛粂件の設定は L針でも、終痛や皮膚反応が問題な

く可能であれば、通電l時間は1秒のままで良いと考える。

8. まとめ

当院では今までS針使用の場令、 1秒で硬毛処理していたが、 L針では

1/2秒の使用割合が多かった為、永久脱毛効果が惑かった可能性が考えら

れる。

今後も この調査をすすめ新しい情報収集をし、肢寓脱毛において、より

安全で確実な永久脱毛術の検討を「続けていきたい。

なお、本論文の要旨は第2団関東地方研究会(1995年9月7日、於新宿ワ

シントン HOTEL)に於いて発表した。

-参考文献

1)小林敏リj絶紋針脱毛術、小林水久脱毛研究所.浜松1992

いつもながら、すべての脱毛土が一得知りたがってレるテー?を符者たちはがJf，在に

tらえていることに感心した。読者には、成長期毛宮1)合の算出法はじ っく りと考えな

が ら J1ll解していただきたいと思う 。品近M也で使用され~めた C 針 1 /4秒、jill混との比較

検討のが，*'立大いに興味がわく 。統制に期待している。

(lt¥!.b皮フ科クリニック玉削伸二)

事|の選択は、 脱[;必1)*にとってイミ"1欠な条件のひとつです。毛孔の大きさや毛似の

太色、 ltriみなど必r，'fJ!i)の問題点を考 λ るとともに、術者のレベルに令わせた針選びも

大切だと思います。本論文のように脱毛幼栄にポイントをおいて統計をとり、ひと つ

ひと つの症例をふり返る こと は、より効果的でぬい脱もにつながると思いました。II"J

ごと の脱毛で終わることなく、継続看護、 ~fì僚としての脱毛を脳陣i し、問題点に対し

てアプローチする/.~につ いても良ν勉強になりました。 (河合皮膚科医院広{頼純 n
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圃写真卜ラフツレ

圃構図とパック

・マニュアノレによる統一

研究 2

当院での写真の撮り方と工夫

渋谷ヒユーティクリニツク 水落和子

1.はじめに

脱毛技術の向上と、より安全な脱毛を提供できるよう、当院でも認定

脱毛士制度に積極的に取りくんでいる。認定脱毛士申請書類堤出の際、

よく問題となるのは、ケースとして堤出できない写真が多い事である。

認定脱毛士の資格習得の為だけでなく、経過を把握する上でも毛量や毛

j夜、皮府の状態をきちんと写す事や適切な構図で撮影する事が望ましい。

今回は、脱毛士問ての写真撮影の統ーを図り、より良い写真が撮れる

よう、 当院の写真トラブノレを具体的に出し、その改善策と工夫した点を

ここに発表する。

2.当院での写真 トラブノレ

①構図の統ーが図れない。

②被写体が光る。(特に下腿に多い。)

③全体的に明度が慈〈暗めになりがち。(特に写真の下。!IJがl培め。)

④ぼやける。

⑤ピント合わせにl時2聞がかかる。

3.写真トラフソレの対策と改善策

①に関しては、マニュアノレ参照(図1)。

②に関しては、被写体の凹凸が激しく、肌も白い程、光りが集中して光

る。又、フラッシュの調節上、凹凸が激しい部位での反射は、ある程度

仕方ない。この反射防止に 「拡散板J 1:いう光りの集中を抑える装置を

使用する事もあるが、病院レベソレて。はやや大がかりになるので、今回は

省略する。

そこで被写体のパックの色を変える事でも反射に影響があるという事

て¥パックの色を変え比較する事にした。色は黒、ピンク、白、グリ ー

ン、ブノレ一、水色、の六色で黒、水色が比較的見やすいという結果が出

たが、黒はパック自体が光ってしま った。当院では肌の色の明るさに近

いもの程見やすいという、 ミノノレタ技術担当のアドバイスもあり、パッ

クの色は水色と決定した。

11 



研究 2 当院での写真の織り )i と工夫

③の明度が悪い理由としては、被写体に直接当てている無影灯が原因

だった。太陽の光源で色がきれいに出るよう作られたフィノレムが無影灯

という 5!IJの光源のもとで使われた為に色が惑〈見えてしまうとの事だっ

た。フラッシュは、太陽の光源と同ーなのでフラッシュを使用する事で

写真はきれいに写る。

写真の下側が時めなのは、レンズから見える範囲とフ ラッシュの当た

る範囲の誤差から生じるもので、つまり下fJ!lJはフラッシュが届いていな

かった事になる。当院ではリングフラッシュを装着する事て¥フラッシ

ュの当たる範囲の誤差を解消した。 リングフラッシュは脱毛の:与:nのよ
うに近距離撤)~J. に適しているといえる fごろう 。

④に関しては、手ぶれも考えられるが、フラッシュのたき忘れてザシャ

ッター速度が遅くなり、手ぶれのJ様な現象が起きる事がある。又、奥行

きをもった搬);iJ.をすると フラ ッシュの訪問i等によりぼやけてしまう事も

あり、真上からの撮影が望ましいと 言える。

⑤に閲しては、 個人の技術によるところも大きく、練習が必要かと思

われる。1:1"には、凹凸が激しい等の理由でオート フォ ーカスの苦手な被

写体もあるので、その時は手動によるピント合わせの技術の習得が必要

であろう。

4.おわりに

今回は、 ミノノレタ技術担当の方のアドバイスを参考に写真トラブノレの

対処と改善策を考えた。カメラの技術指導をふまえマニュアノレを作成し

た事て撮影にかかるl時間の短縮、脱毛士!日lて‘の出来上がりの写真の差が

少なくなり、全体的に見やすくなった。スタッフの中ではカメラの扱い

ん・について専門的知識を持つ人も少なく、今回のテーマ はカメラに対す

る苦手意識を少なくする上でも良い機会となった。下腿の反射に闘し、

多少の問題を残すが、 今後の談題としてゆきたい。
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図1

※口は、撤影者が実際にファインダーをのぞ

いてレンズから比える範囲となります021"111

以降の写真は1I"1 1~ がポツでないかぎり1I"11~

の栴図に合わせて働影してくださャ.

ぺP

研究 2 当院 での写真 の織り 1'i 1:工 夫

写真鍛影の目的として、著者の述べて いるように認定脱毛士の資格取得や経過の把

握という ζ ともあるが、そのほかにf心者への説明、学会発表、医療紛争が生じた場合、

などにも写真は貴重な資料となる。

良い写真の条件は、「きれL、」であること、「統一性Jがある ことの点である。写りの

悪い写真、一貫性のない写真は、どの場令にも役に立たない。

大半の施設では複数のスタッフが脱毛を行っているとJ思われるので、 こうしたマニ

ュアノレを作って統一性を持たせ ることが大切である。カメラに慣れてない人は、イラ

ストを参照 しながら撮影して も、なかなか思い通りの範囲が織れない こと がある。 こ

のような場合、 ]IS規格の紙を何種類か別立しておいて、 {向lλl.fワキは B5、下腿は B4

というように実際に用紙をあてがって範囲を確認してから写すようにすると、平日惑

党が欄めるし、撮影者によるパラ ツキが少なくてi斉む。

きれいな写真のコツは、被写体とパックのスクリ ーン以外、器具やタオノレ、ベッド

など余分なものを一切写さない ことである。 そして、後にi昆古しがないよう、 l事ITI而の片

隅に/!~者 の氏名1: A付を入れておくと万全である。

(松股医院形成美存外科小住柄l徳)

当院でも、被写体が光 らないようにパックの色をクリ ーム色にし て搬影しているが、

プノレーやグリ ーンよりは見やすいように思う。水色との比較はした司王がないので、 一

度検討してみたい。(レフリー)

[当院での脱毛写真のとり方]

-被写体のパックは反射を抑えるよう水色とする。

・カメラの設定がしぼり優先モードになって いるか修認する。

・被写体には直接ライ トを当てない。 (例えば無影灯など)

-カメラはしっかり持ち子ぶれを防 ("0

・被写体は真上から搬影する ように努める。

-ピン ト合わせに時聞がかかるよ うであれば手動で撮影する。

-構図は原則的に四肢と干し輪は片側ずつ、 f血の苦11位も脱毛部を中心に愉l拶する。

・F腿 ・大腿 ・ ~fl); -ビキニライン ・fjij腕

H世彬呂のオモジンヨン下肢外側 撮影者のポジンヨン大腿外fI!lJ Iil影./'iのポジション織彬 ./'il~

に立ちj'H から1*)彰する。 に立ち真上から搬影する。 忠./'i'の(J!~胸部側に立ち j'{ l:.か ら

被写体のポーズ片方ずつ、膝 被写体のポーズ 是は開闘とす 撒彬する。

を合めJi目までを働影する。 る。膝上から鼠径部付近まで徹 被写体のポーズ肢もを中心に

影する。 腕毛I:Jニ腕内側面を入れる。h:

右がはっきり分かるよフ徹影す

る.

働彬J守のポジンヨンー大腿外相11 1世彰者のポジシヨン/!¥，.ri'向
に.f.ちn上から撤帯主する。 い合うように立ち、腕の外側を

被字体のポースヂ足は|刑制、忠 手前にして徹影する. 

./'iの./[;唱するラインを作り、ラ 被写体のポーズ撤影者iとrtlJ~、

インの内側、外側が分かるよう 合うようにして座り、腕はかる

に)'()iずつ1*)彬する.次liil徹影 〈曲げ‘肘から手首まで織影す

時も、思丹には今回と同じもの る。

を.{o'川するよう説明する.
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特集脱屯 wrの総具及び用具の消毒方法 一l

清潔で衛生的な脱毛を目指して

償浜ベイクリニック須田喜代弥，石川修一

1. はじめに

「脱毛は病院で」と啓蒙し、「安全・確実」な脱毛術を提供する ことも脱毛

士の仕事である。この安全の言葉のなかには、清潔で・衛生的である こと

も勿論合まれている。また、感染防止にも積極的に取り組む必要がある

(文献1)。今回は衛生而について振り返り、当院の消毒方法(文献2)につ

いて報告する。

2.消毒方法

1)11足毛針の消毒(医11)

当院では、脱毛後アノレコーノレ綿でー針の汚れを拭き取り、消毒専用容器

(30 x 24 x 7cm)に針ケースを入れホルマリンガス消毒を行っている。1EI 

の脱毛終了後、軟宵容器を受皿としたエフゲ、ン3gを交換しエフゲンの粉

が飛び散らないよう に容器ごとお茶パックで包んでいる。このお茶パック

はエフゲン交換時そのまま 医療廃棄物として処理出来るので便利である。

2)脱毛後、使用したセッシの消毒(図2)

使用した全てのセツシ及び眼鏡は、流水てi握いでから、蓋っき専用容

器(35x 30 x 20cm)に入れr2%ステリ ーハイド実用液」に1時間以上浸漬消

毒を行う。消毒後洗浄し、 セッシは*i由て、拭いてから翌日のセットとし
て20セット(膿盆とセツシ)をカス卜に入れオート クレーブにて滅菌消毒

を行っている。

3)脱毛後、使用したアイスパックの消毒

テスト脱毛で使用したアイスバックは破棄し、それ以外のアイスパッ

クは、破損を確かめ、流y水ドて

一ハイド実用液」にてj浸受漬消毒を行う。

4)脱毛後、器具及び器械の消毒

ニ一ドノレホルダー及び対極板は、アルコーノレ綿て、拭いてから所定の位

置に戻す。担当した看護婦は、ラパーシーツ及びベッドにウエノレパスを

スプレーし、アルコーノレガーゼて‘毎回拭いている。

5)脱毛後、使用 したタオノレの消毒

巾院では、ラパーシーツの上にパスタオノレを使用している。忠者さんの

汗を吸収し、べたつきによる不決感を与えない工夫である。1日20枚位の

パスタオノレは、洗濯後、日光消毒と同じ効果があるとされるカ、、ス乾燥機に

よる殺菌消毒を行っている。又、ディスポシーツを使用する こともある。
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持集脱毛術の器具及び用 具の 消毒方法 一I

6)術者の手指消毒

脱毛前後に流水のもとで石鹸を使用し、各自手洗い励行し、アルコー

ノレガーゼ、て、手及び上腕を拭く こともある。又、Jl見毛部位によりディスポ

子袋を使用している。

7)脱毛部位の消毒

皮膚消毒はアルコーノレ綿を使用しているが皮l背反応力f強い場合や顔の

脱毛時は、 0.02%ヒピテングノレコオ、ー卜綿にて消毒している。)悦毛ガー

ゼは、オート クレーブにて滅菌したガーゼ、を使用し、目見毛後の軟骨塗布

時には、ディスポの滅菌済舌庄子を使用し使い拾てにしている。

8)ステリ ーハイド・エフゲンの処理方法

交換l時は換気扇を使用し、ステリ ーハイド液は流水と共に処理し、 1週

間に一度の交換をしている。エフゲンは、毎日交換し、医療廃棄物とし

て専用容器に入れ、 業者に依頼している。

3.針消毒についての検討

当院では、針消毒にホノレマリンガス消毒をしている。その理由として

各患者専用の針を使用しているが、万が一、他の人の針を間違えて使用

する可能性も考えでの事である。 また、術者が誤って術者の手に針を刺

してしまう可能性も考えられる。「量|は各忠者専用なのだから、消毒をし

なくてもよいのではないか?Jという考え方もあるかも知れない。そこで、

一つの検査を試みた。①脱毛後、 未消毒の針②アノレコ ーノレ綿で拭いた針

③ホノレマリンガス消毒(14時間)をした針④ホノレマリンカ、、ス消若手をしてか

ら一年使用していない針⑤EOG滅菌をした針を5本のスピッツに分けて

〔一般細菌培養〕検査を依頼した。その結果、 ①のなにも消毒 していな

い針からrS.EPIDERMIDIS( + ) Jが検出された(表1)。

表l 針の細菌培養検査結果

脱毛後の針の消毒方法

①未消毒

②アルコーノレ消毒

③ホノレマリンガス消毒

④ホノレマリンカース消毒後l年経過

⑤EOG滅菌消毒

一般細菌培養

+ (S.EPIDERMIDIS) 
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特集脱毛術の器具及び用具の消毒方法 一l

4. まとめ

今回の検査が全てではないが、当院では今まで通り針消毒には、ホノレ

マリンカ、、ス消毒を行なっていきたい。だが、針消毒後、専用容器から針

ケースを出す時、限痛・涙服・咳微などの症状を感じるときもある。又、

妊娠中の看護婦が扱う時にも不安がある。

今後は器具、忠者および術者の消毒について、もっと簡単で包IJ作用も

無く、消毒効果があるものがあれば、検討していきたい。

参考文献

1)小林敏男。絶縁針脱毛術、小林永久脱毛研究所.浜松1992

2)都築正和監修・殺菌・消若手マニュアノレ医歯薬出版. 1991 

消毒に気を使われていることは肝炎をはじめ種々の感染症を防(，.ために非常に重要な

ことと思います。しかし、医療従事者にはかなりのホルマリンアレノレギーがみられます

ので、感作されている人はホルマリンの取り扱いに気をつける必要があります。また、

感作されていない人も今後感作される可能性があるので充分に注意をすることが必要と

思います。ちなみに Formaldehydeは日本接触皮府炎学会の勝、準アレノレゲPンシリーズに

はいっており、 1994年度の皮膚疾忠忠者の Formaldehyde1%水溶液のパッチテスト陽

性率は約1%でした。 (マリ皮フ科クリニック鈴木真理)

脱毛針、脱毛器具のi前年法について、非常に細かくわかりやすい説明がなされている

と思います。

針のi自若手の必要性の有無についても、細菌ほ養によるテストを試みて結果を明白に出

されており、納得させられました。

経済而・効果・l侍IUJや手間などを総合的にみて、 Eの消毒法が一番良いのかはまだ考λ

ていかなければならない点があると思いますが、各医院が今後もこのテーマについて考

えていくのに良い指針となりました。 (渋谷ビューティクリニック大羽みよ子)
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特集脱毛術 の 器具及び用 具の 消 毒方法ー 2

アンケート結果

編集局

今回この特集を行うにあたり、 64の脱毛施設にアンケー卜を送

り、 44施設より回答をTi'iきました。その結果を報告致します。

1.脱毛後、個人用脱毛針の消毒はどのようにしていますか?

1)消毒の仕方を簡単にお書きく ださい。

表l参照

-表I 脱毛針のi肉君主と 満足度

満足不満わからない無回答合計

5 6 1 21 エフゲン⑧ 9 

酒精綿 6 

EOG 3 

アノレテ、ヒド@ 。
エタノ ーノレ 。
メロ入雪n 18 

2 2 

0 

A
U

一
nu
一
ハ
υ
一
t
i

-
q
L

o 0 
9 9 

本消ilよは主にしているものを数えた。例えば、 i西約綿でili拭した後エフゲン@でH'i

苦手する場合はrエフゲン⑧』に数えた。

* rエフゲン町の滅菌時間は施設によ って30分-24時間lの範凶がある。
本rエフゲン⑧』消毒している施設の中に庁1炎の人等には2%ステリハイド@を使則し

てャるという施設がある。

* ri西制綿』で消毒し ている施設の中に.感染者にはエフゲン⑧をf忠則してレるとい
う施設がある。

-表2 銀子の消毒方法 t満足度

満足不満わからない

ヒピテン⑧ 5 1 2 

オートクレーブ 7 1 0 

ヒピテン骨とエフゲン骨 1 3 3 

エフゲン⑧ o 0 

無回答合計

9 

o 8 
。
。

7 

マスキン⑧と

オー トクレープ⑧

ステリハイド@と

オー トクレーブ@

。。 。 2 

。。 。 2 

10 コンクノ ーノレ⑧と
エフゲン⑧
。。 。

i商事青綿 。。 。

38 

無水エタノ ーノレと

オートクレーブ

ステリハイド骨

ヒピテン@と

オー トクレーブ

塩化ベンサノレコニウム ハ

とエフゲン骨 U 

。

。。 。
。。 。
。。 。
。

マスキン@ 。
。 3一2
-
144
 

は、ご意見をお書きく fごさ L、。

記載なし

2) j肖若手方法に満足していますか?工夫の余地がある t思われる方 合計

表1参!!(¥

ご:t!兄

・今のところ簡便であるということで用いているがこれで‘有効か

わからない。(エフゲン⑧使用)

・取り扱い者への身体への影響が心配。(エフゲン⑧使用)

.j白毒に|刻しては満足してるが、破棄方法が面倒なのが問題。酸

性水での消毒を考え中。(エフゲン骨使用)

・頻繁に来院する忠者の針は いつも 滅菌された状態で使用可能t~.

が、半年以上来院されていないf晶子子は滅菌則聞が池宮ている。

(エフゲン@使用)

・針の寿命を考えると高圧滅的器にかけたり、化学反応を起こし

そうな薬品溶液に浸す ことの方が問題がありそうな気がする。

(i函精綿使用)

・衛生保管庫(殺菌庫)等で代用できないか。(エフゲン@使用)

・個人針を使用の為、全ての針にガス消毒の必要はないのではな

いか。(酒精綿{吏耳J)

2.脱毛終了後、使用した鍍子の消毒はどのよ うにしていますか?

1)消副長の仕方を簡単にお書き〈たすき L、。

表2参!!r~

00  

21 6 13 

本施設によって 『 ヒピテン町山 1:~の希釈は0.05%-5%、浸す時間は 10分-4 . 5時間

の範|同がある。

*施設によってrステリハイド刊 にほす時1111は21時!aJ-半Hの範囲がある。
本感染症や血液検任Ijijの忠者の叙 fは ステリハイド@とエフゲン@、次亜塩素酸

ナトリウムとオ トクレーフ'で消#し ている tいう 施設がある。

2)消毒方法に満足していますか?工夫の余地があると思われる方

は、ご意見をお=古Aきくださ L、。

表2参照

ご意見

・当初はオー トクレーブ処理していたが、微妙な変形が毛をつま

みにくくするためやめた。(ヒピテン⑧iiI!llj)

・血液などが付着したり皮膚に触れたりした場合に不安が残る。

(ヒピテン@とエフゲン司要用)

-感染者の鋲子はオー トクレーブにて減l泊した方がよいと思う。

(ステリノ、イド、⑧→ ヒピテン⑧→エフゲン骨使用)

3.脱毛終了後、使用したアイスパックの消毒はどのようにしてい

ますか?

1)消毒の仕方を簡単にお書きくたさきい。

表3参)I(~
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法 2

良いのではないか。また、陰部などの場合ディスポーザフツレの

ものがあれば良いと思う。(酒精綿使用)

・HBs(+)の場合、それ専用にしていきたL、。 (i闘精綿使用)

・血液の付近している対極板を、 i酉精綿で拭いただりで次の人に

使用するのは不安。 (i酉精綿使用)

方

5 

1 

毒

6 

2 

i闘の

無回答

2 

。

具用

アイスパックの消毒方法と満足度

満足不満わからない

14 2 

ぴの器具及体I毛脱特集

-表3

。
。

。
。

5. 脱毛後、二一 ドルホルダーの消毒はどのよ うにしていますか?

1)消毒の仕方を簡単にお舎き〈ださい。

表5参照

。
。
。。
。

。 。
。

n
u
-
A
U
-
A
U
 

。

。
。

コンク ノーノレ叫液

ハイアシン叫液

塩化ベンサノレコニウム

合計

ニードノレホルダーの消毒方法と満足度

満足不満わからない

-表5

合計無回答。
。。

11 

n
u
-
n
u
-

ハυ

6 

3
A
-
2A

一nu

n
u
-
A
U

一n
u

n
u

一n
u

一'
i

酒者白紙!

『酉李首相fJ~ t.エフゲン@

エフゲン⑧

i自若手mエタノーノレ
ヒピテン骨とi闘精綿

合計

37 

*施設によってrヒピテン町市選の岳釈は0.01%-5%、浸す時聞は10分-3時I::lの

範II~がある 。

*地h止によって『マスキン町H'illi:の晶釈は0.05%ー0.5%.浸す時聞は15分-1時1m
の範II~がある 。

*テスト脱もや!血液検1tljijの忠(;に使用したアイ スバックは彼棄するという施設が

ある.

2 8 23 

。。。
15 。8 2 5 

2)消若手方法に満足していますか?工夫の余地があると思われる方

は、ご意見をお書きください。

J{3参照

2)i肖i:~)i法に満足していますか?工夫の余地があると思われる方

ii、ご意見をお舎き〈ださい。

表5参!!(j

6.脱毛後、 トレイ (膿盆)の消毒はどのよ うにしていますか?

1)消毒の仕方を簡単にお書きください。

表6参照

メ弘、'i.J-

口'"
11 

4

一5

公開

一

回

一
o
-
o
一
O
一
O

E
白わからない

2 

0 

トレイの消毒方法と満足度

満足不満

9 0 

。
2 

-表6

ご定、見

・アイスパックの消毒は一番不安を感じている。脱毛により H'，血

した部位に、時々直接アイスバックが触れている。検資1斉みの

忠者でも、半年やI年も経っと必ずしもその後感染していなレと

は言い切れない。(ヒヒテン@使用)

・塩素系の消毒液であれば HBs感染症にも対応できると，巴う。(ヒ

ピテン⑧使用)

・出血した場合は、 f車い捨てがよいと思う。(ヒピテン<Il>f'止月j)

4 

2 

2 。
。。2 2 。
。
。
。。。

2 n
u

一nu
一n
u

一A
U

。U
一ハ
U

一n
u

一n
u

。u-
o
u
-
n
υ
-
2
1

2 

33 

。
。

。
。
。
3 

。
。
1 

26 

。
。

ヒピテン⑧

オー トクレープ

i商事百綿

コンクノーノレ町主

ヒピテン@とエフゲン@

ステリハイド@と

オートクレーフ

ヒピテン骨と

オートクレープ

マスキン@と

オートクレーフ'

?スキン@

温化ベンサノレコニウム

ノ、イアシン句夜

時々J酉精線

記載なし

合計

4.脱毛後、対極板の消毒はどのよ うにしていますか?

1)消毒の仕万を簡111にお書きください。

表4参!!(¥

鮒

一
お

無回答

I 

わからない

11 

0 

..ぷ!{4 対極板のl消"内lh主i
i渦尚足 不l満前

21 5 

1 0 

i丙 ~i'l紙1

お酸化水

ヒビデン<Il>!:i商事古紙1

合計

。
。。1 

6 

0 

22 40 

2)消毒方法に満足していますか ?工夫の余地があると思われる方

は、ご意見をお書き〈ださい。

表4参照

ヒヒテン⑧

マスキン@

酒精綿

ステリハイド⑧

消毒用エタノ ーノレと

超駿化水

オスノミン⑧

11 

ご定、見

・対極板をあてる部f立に傷などなかったら、 i西精綿で拭くだけで
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特集脱毛 術 の器具及び用具の消毒方法 一2

ホ施設によってrヒピテン町消毒の荷釈は0.01%-5%、h<す時IiHは10分-3時liilの

範凶がある。

本感染症の，忠告に使ったものは、ステリノ、ィド@に泌す、」二業問アルコーノレで1St<

といフ施設がある。

*町西絹綿Ji1I穫している中に、遡l回オート クレープにかけると いう施設がある。

2)消毒方法に満足していますか?工夫の余地があると忠われる方

は、ご意見をお書きください。

表6参照

ご意見

."スキン@液等に浸した消毒の方が、より効果的ではないかと思

う。(酒精綿使用)

7.脱毛後、ラパーシーツの消毒はどのようにしていますか?

1)ラパーシーツを使用していますか?

している ..............27 していない ー 16

2)使用している方消毒の仕方を簡単にお舎きください。

表7参照

-表7 ラパーシーツの消毒方法と満足度

満足不満わからない無回答合計

I也事古綿 13 3 。 23 
ウエノレパス@とi酎青綿 。。 。
消毒舟!エタノ ーノレ t 。 。
酸化水

合計 15 3 ? 。 25 
* 脱毛1自の 官!者に I~j し ては、脱毛中体位を変えることにより、脱毛部が触れる部分

はディスポのベーバ ンーツを使用している施設がある。

3)消毒方法に満足していますか?工夫の余地があると思われる方

は、ご意見をお書きください。

表7参照

ご意見

・ベッド全体にラパーシーツを敷いて、脱毛部が触れる部分fごけ

でもディスポのペーパーシーツを常に使用した方が安心だと思

う。

8. 脱毛前後、手指の消毒はどのようにしていますか?

1)消毒の仕方を簡単にお書きください。

表8参!!(¥

-表8 手指の消毒方法と i前足度

満足不満わからない無回答合計

ウエノレパス⑧ 2 3 。 9 
i画精綿 5 。 。 6 

ヒピテン@ 。。 2 

ヒビスタラフ"iIIl 。 。 2 

コンクノ ーノレ液と 。。 。
ヒピテン骨

ヒピテン@とグリンスiIIl 0 。。 1 

ホエスミン⑧ 。。 。
前一ウエノレノマス⑧ 。。 。
後一グリンス⑧

マスキン骨 。。 。
合計 15 3 5 3 26 

2)消毒方法に満足していますか?工夫の余地があると恩われる方

は、ご意見をお書きくださし、。

表8参照

ごfi兄

・長l則的の脱毛の場合は皮膚に接触している時間も長〈、感染者

(キャリア合む)に接する場合などもウエノレパス@だけでは不十分

である。

9.脱毛前後、脱毛部位の消毒はどのようにしていますか?

1)消毒の仕方を簡単にお書きください。

表9参照

表9 n比毛部位の消毒方法と満足度

満足不満わからない無回答合計

i酎青綿 16 2 6 25 

ヒピテcン⑧ 2 。 。 3 

i函精綿またはヒピデン⑧ 4 。 。 5 

酒精綿またはオスパン骨 。。 。
エタノーノレ 。。。
またはヒピデン⑧

オスノずン⑧ 。。 。
イソジンハイポ 。。 。
消毒用エタノ ーノレ 。。 。
前酒精綿 。。 。
後一ヒピデン⑧

前一i商事占i綿 。。 。
後ーマスキン⑧

首iH酉章者新1 。。 。
後 外用薬のみ

合計 27 10 41 

* fii由梢綿JirI君主の中には‘かぶれる人にはヒピテン⑧、イソジン⑧.ヂアミ トー
ノレ@ マスキン@を使閉する<c，う施設がある.
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特集脱毛術の器具及び m具の消毒方法 一2

2) iJ'WU1法に満足していますか?工夫の余地があると忠われる方 使用している 12 使用していない 24 

ii、ご意見をお書きくださ L、。 換気の仕)I

表9参!I?， 換気扇使用… ..4 していないー ・・ ー 2 

ご芳、見

・皮膚表面であり、消毒が不足しているための感染は考えにくい。

(i西精綿使用)

・1見毛部位にポーノレベンで印をつけた時など、脱毛後酒精綿で拭

き取るのは刺激が強いのではないか?また、しみる痛みがある

場合もある。(i酉精綿使用、かぶれるときにはヒピテン@使用)

・顔の脱毛l時などは敏感肌ては刺激が強い為、脱毛剤i位により使

い分ければより丁寧な脱毛が行えるのではないか。(i何事百綿使用、

かぶれるときにはヒピテン⑧使用)

・脱毛Ijiiにi向車内綿で拭いても、l勾眼的汚れがとれない場合がある。

(i尚早白紙I1j史HJ)

・脱=自主のim:;;効果がはっきりしない。(怖にイソジン骨・ハイポア

ノレコーノレ判即日)

10.その他の器具等で消毒しているものがありましたら簡単にお

書きください。

・ガーゼはオートクレーブで滅的ーしたものを使111している。

・針みがきに{史月iするカッターをホルマリンガスに11挽入れている。

・脱毛'1'に手で触れる場所(ライト、イス、ポールペン、冷蔵庫な

ど)を 1商事J偽fJ~で拭〈 。

・1見毛中に予て触れる全てのものを次亜塩素股ナトリウム(1果白剤1])

で消毒してレる。

11.エフゲン⑧及びステリハイド@を使われている方は、使用中の

部屋の換気・廃棄処理の仕方はどのようにしていますか?

1)エフゲン骨

使J1Jしているー 19 使用していないー 19 

換気の仕)j

換気扇 7 ~を聞ける 1 していない 7 

1従来処.flJ!_の仕)j

医療川J従来物として業者に依頼。 0・・・ 0・0・・15

焼却l処分

-エフゲン@lkgにアンモニア水を減らす程度/)11え、li.をしてよく

混ぜる。その後5-10eの水を加 λて4-5rJ欣f位。U(1み泌は恰
て、伐T・11は乾かして、産業廃棄物として燃えないごみに，IP，す。

・ エフゲン暗に水を入れよく混せ‘次~ji.1.;tナトリウムを人れl- U1

Jj_文j，1する。2["J(守らい繰り返す。 尖いが縛れたら Hf.~物と 一緒に

業yiに車ij(む。

2)ステリハイド@

20 

廃棄処理の仕方

流水とともに処思 6 医療廃棄物として処理 I 

ご多忙中のと ころ多数のお返事を項きありがとうございました。

*消毒薬の右目に付いている⑧は商品名のことです。

器具や術者の手の消毒I;i.忠者さんに感染症を起こさせない為と、

施術者に感染を起こさないねの両方を考えなければL、りません。

一般の化膿幽によるものは、酒精綿で拭くとか、水洗、ヒビテン

ìì~ j茸等での術前術後の処置により防止出来ます。 問題は、血液に

よって感染する場令です。

感染機会としては、ioI'î~守が血液の付おした針で、 nIJ追っ て自分

の皮!首を 掘りすことによる場合が一番多レので、告I'~持っ たら手指

の移動は注ff.深〈しなければレけません。アイスパックも、貯il麻の

際の小 IJ'dfil、埋没~処理後の小出血等、他の器具に比べ、血液の付粁

する頻度が7.~ ~、ので、使い捨てにするか、 二重袋にするのが好ま

しいと考えます。

器具 .m具のWh~は万一の事故に備えて行う必要があります、医

療廃棄物を，11-1，したり、取り扱う者に害のある方法は避けるべきです。

各胞設によって 4~怖が災なるでしょうが、感染を起こすという

事は、どこかでirli断したり、う っかりしていたと tづ事です。ニ

のアンケー ト結果を参考にして、良〈話し合い、夫々の方法を打

ち出 していったら良いと考えます。 (弓ひふ科鈴木弓)

今同、手ムが行いましたレフリ ー内等は、アンケート をまとめた

もので‘したが、ただまとめる t~.けではな〈、これを読ん t~.人が、

わかりやす〈参」?になる様な内容のものにしたいという希望があ

ります。i日lλぱ@がつけていれば商品名のこと だとか、 EOG等の

略訟の正式名材、をf・lける等、 j主釈っさにしてはどうでしょうか。

t いうのは、アンケート結果で、現在行っている ζ とについて、

わか らないと返符があったものが数多くあり、 X、不満に思われ

ている万も数(I(jには少ないですが、いるためです。他には、紙Ilu

の都合」ーなEの|則係もありますが、予忽に反して、ご12:凡が少な

い印象を受けました。ほとんEの11が、決然と、全{本的にこうい

う!r，.~じてよいのではないか t 思っ ているためではないでしょうか。

ニのアンケー卜で「していな十」と返答した)Jのfllllll等もつけてい

くと、このアンケートを読ん t~'人の、脱毛術の器具及びHJ具の iJ'í

G万I去のな識を尚めていくことにはならないでしょうか。

(札幌形成外科ね1'1:Ji¥子)



不全

第2回北海道地方

研究会抄録

1. ij夜符脱毛のも誌による効果の相違について
札帆スキンケアクリニ ック津且lひろみ 他4名

町~ ;:，百毛i止を -Nl大毛主t(施術3同までの最多脱毛本数)て3群・に分類

し、 千五J施術1 "1 数、および治縦終「数(片IJ!IJ:lÎ~大毛並の5%以下に

なったもの)を ;J.~í'í:し、脱1:効果の毛fitによる相違を分析した。 ニ

の結果は以 トーの織になった。

1)冷却Ji1，による脱獄脱℃術の?Fi切で終 f半は、毛並の少ないはE日

かった。

• H I時一一一一平成7{f.8JI2711(11)

・場所 側ムトウ 6F会議室

秒X1で、 hlは400-500木、 伊l条件で版制1;1.、300-350本を脱毛で

きるようになったl時点で、、I!I病院の規定料金て開始した。 その後

に後期研修を行い、研修t:'けでィ、足と忠われる場合は、補習を行

って認定11見1:七のI奴f号を 1J:t旨した。

払は、院内指導を3{f-1日l行ってみて、院|λl指導は院内指導士t:'け

ではなく、院|人jスタァフ中:nの協力体罰'1があってこそ、初めて成
り立っと考えた。

2)AB併は全症例の約83%にあたり、冷!，lIil;脱毛術を第l選択する 4.エステ トラフソレのー恒例
ことで良好な治療終 fがλられた。 ，j Jk: ~;、科l正院 J-.!ff J;王子 1也l名

3) B I洋の終了 'ti はやや劣るが、目見色条 1'1 1:.事 | 選択の I~ Ä:で改停で エステトラブノレの-j定例について 1~ぶした。 1，'1'例は 2z.t.k性。

きると推察できた。 エステで肢と下腿の脱i':術を、毎月谷々1時Ii日づっ、 l!ド1/11受けた。
4)C若干の終了率が低いのは施術lI，n::1が長くなるための終術や経済的 術後毎~ll、ノド泡ができ、腫脹・柊偏 ・筏体感が野町lであった。 それ

IUJ越が原因としていた。C群の対策としては、U IてのI/IJ';Iき脱[;

やI.，jJi.庁麻酔による C針の使ITIが必要である。

. .1~大毛量 I ;l. A 鮮 <300本 、 300 ;本 孟 B 若干く 600本、 C l作 孟 600本とし

た。対象は Al洋28例、 B群28f列、 C群111列、計671列であった。

2.年令による脱毛効果の違いについて
ゃんへ皮フ科クリニ ック 松山美佐子 11!!3r. 

l悦e経験を.fl'iむうちに、若い人IH毛が減りにくいという印象
を受けた。 ζの印象がif:ニしいかどうか、 11院の過よーの般布部脱f;

"E{列につき検討した。U7{布120年代生まれ6例、昭和30年代生まれ20

例、II!HLl40.if.IVI:まれ231同lの合計491列である。脱毛粂件はm:lJ6.0、
j_!lÍ ';i!: II.ÿ lil l l秒 X 1、針は)，~本的仁 S 針とし、 IJIIλ て L 針をf井!l l する

ζ ともあった。L針iJfJlJ'ド/;1.、 II{{平U20Jfll::生まれ17%、Uf{利30年代

生まれ10%、JI({和40年代乍まれ26%であり、太い L針併用率は、

むしろ梓ぃ世代で』汚かった。にもかかわらず、左お1，Iij方ともの毛

誌が最初の50%以下になり、以後11支も50%を越えなくなったl時点

の脱毛回数を指標としたモ批判成lul数のー1'1さJは、 IIN刷120年1-1::'1=.ま

れで4.2同、昭和30年代生まれで4.41"1、/I{{和40年代生まれて5.81'11

以上となり、この一行い40年代生まれて有なに，::，(、 {'，:l、人ほどモ

が減りにくいという 印象の正しさを示した。

3.院内指導について(院内指導士として，Uうこと)
札帆形成外科病院 I.Ht!;i;+ I血2れ

院内指導七として|担lわった、 21病院の認定脱毛 iゴのm鳥取得を
するまでの院内指導について、まとめたものを報告した。

まず新戦uのオリエンテーンヨンを終了後、前期IrI.fil表をJTI~ 、

て前J!JJ研修を行った。料金徴収表を用いて、研修後のH程につい

て説明 した。 その後、 一定の技術レベノレに達するまで1-2カ月後

の)lJII::1は低料金を設定した。 目安として、 l時間当り J迫電時!日11/2

に対する処泣としては、毎fuJ91同の迫1)11料金を11、レ、脱1:1&にト

リ ー トメントを受けていた。 また、 色素沈去を改i'(~:ーするためと、

脱もしやす〈するために薬を1rI 31"1内JII<していた。エステで1;1.、

脱eの)j法についての説明はなく、脱毛後の症状についても質問l

しに〈い手I/~気があった。 本人の llll合で 中断し、平成4年 12J1より

吋院でHli.eを継続することになった。初診時、下Ib!¥に点状の色素

itli'および、脈向には点状の級伎を認めた。当院でl年間経過をみ

たが、 ド腿の色，fg沈."vj:は次第にiI'ij邑してきたが、肢;得の点状蔽痕

/;1.ィ、変であった。Iltli:1てはまだエステでの脱毛が一般的な状態だ

が、病院での IJ止もの -ift: ~~性を!さじた。

5. 竹英7!1三!長 1'，下則lの協会'I(.{'若I..iのI吊動状況について
11本l川脱E協会l場/..; iHT-IH起 1乙 1m2名

(23ペ ジの中部北陀J也);研究会抄録の71:.1日lじ為、行略させてい

ただきます。)

6.絶縁針一ポイント t最近の傾向
浜松ヒ 7外科クリニ フク 小林ái!l: ~J

脱毛術のポイントは3点。①は、脱毛Uiは基本の復刊。告|みがき、

対極板の位置と密rf度、 ニ一ドノレホルダーや対側板コードの断線
チェッ夕、lEしい刺入法t呼称実技などである。②は、正しい脱

1':条件の杷持。毛の1'l:に合わせた注意深い設定粂1'1が大切である。

③iム忠者に対する対応、親切さ。院長は忠者の不満を兄逃きな

いこ し また、脱毛七の責任脱毛制度の導入などである。

以 l 、脱も術のポイン卜と JI~近の脱毛糸件について述べた。
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.111時 平成7年9月7日側

・場所 新宿ワシントンホテノレ新館「菊J

1. 当院における膜寓脱毛の条件の再検討 7. 当院におけるテスト脱毛の現状について

償浜ベイクリニ フク庭日lアヤ[- I1血3抗 り皮ふ科l完院岩崎加l代子

rs針使用のl秒通電」と rL針使ffIの1/2秒jlUot:Jて"I;t脱毛刻1)*は H4-H6のテスト脱毛と脱毛開始の人数の推移をグラフに示した。

殆ど同じと考λてきた。今同、版筒脱毛における過去のカノレテデ 年々実施率は日くなり H6は100%以上tなった。 1I見1:開始迄のJUl

ータを検討して、針別に成長毛苫1)介を:1"1し、永久脱1:効果を見直 聞は1ヶ月以内の人が多〈又テスト脱毛剤iの効果が本脱モ開始後の

すことにより、音|の選択基準の参考になるか報告した。 効果に比べ明らかに良いことに気がついた。

2. -y:_性の下腿苅i脱毛術について 8.女性の顔、の脱毛

エザキクリニ ツク 吉江定子 渋谷ビューティクリニ γク 大羽みよ子

当院に於ける F腿剖i目見1:術、 0.25%キシロカイン麻酔注射で無 当院で女性の顔の脱℃を始めてl年半が過ぎ、その特徴・注意点

怖処Jl~をとり 2 ヶ J'II甘|陥で8 1"1脱毛実施。 総脱毛時間581時間15分、 として、 トラフツレやクレームもおこしやす く、脱毛士としての、

総脱1:本数35427本、脱色針3本(S2707、C4012l減毛率98.5%、術 当院全体の技術向 !とより I追い/.1¥者への媛lliJを考λる必要性を感

後経過良好であることを発表した。 じ、そのーみとなればと目、い、今1"1のケースをまとめた。

3. トー肢の脱もについて 9.iZ定脱モ上の為のセミナーを行なって

セブンベルクリニ アク伏川:<iji利子他l名 浜松ヒフ削}クリニック伊藤美恵子

7 ilö r::J に経験した前腕、 t腕、手指の脱毛治~106旋{列を検討し、 ~~.ÆJ且モJ:の為のセミ ナーを行い、その中で基本と応用につい

忠朽の満足度の向い治療のポイントは何か、術前官、I'I'術後に どの て与えてみた。脱毛術の基本は安全、確実であること。私達は、

ような点を穿!なしたら良いかを報告する。 安全 .li寵~・スピーディーな脱毛技術を提供するために、 H 々脱1:

技術を謄いてゆくことを求められている。

4. 脱毛l侍の工夫

ちぱ長'井形成外科クリニ γク 大TI'II;'，'美 i血5れ 10. 日本医学脱毛協会事務局'95-'::.半期活動状況

ガーゼf"¥:用品には、リードクッキングペーパー tガーゼのiJHJJ H 本 1"""脱走協会4ゆ 1:.; 浅野 I~I起子他l 抗

が良いという結果を得た。アイスパックを発砲スチローノレ製の小 (23ページの中部北陸地方研究会抄録の?と同じ為、行略させてい

箱に入れ保冷に役立てている。写真鍬影時にはシーノレやマーキン たt:'きます。)

クーをmい、脱毛i1iil去に脱毛部位t下腿全体の写真を織り、脱毛純

闘を明般にする h1法を検討した。 11.ニ一ドルホルダーと対極板の最新情報

浜松ヒフ外科クリニ γク 溢谷i前舟芙

5.21院での写nの織り )i1:. Cた ニードノレホノレダーのンヤフト古1I分(金属部分)の歪みによって生

決持ピューティ クリニ ック 水F喜和子 じるトラブノレ 1:.1京肉。その歪みを起こさ ないようにする工夫と道

、"，院では、脱毛の経過が把握.'H米なレ織な写真が多いことが附 兵の紹介。対紙板と!日色コードのハンダ1.)け修理後、その部分を

J必とな っ ている 。 今 1"1 は.脱毛士mJでの写真Wi~;の統ーをはかり、 強化して長持ちさせる熱収縮ノfイプの紹介。

よりよい写真がとれる段、当院でのトラブノレを具体的に出し、そ

の己主 i~!策 と工Jーした点をまとめた。

6.認定JI見毛上q.ll1古における当院での写真対策
繍浜ベイクリニ γク JII卜治子 i血2ち

社会的にも永久脱毛への関心がおまり「安全、機実な永久脱毛術J

を提供できる脱毛士が一人でも.t<誕生することを願い、認定脱

毛士資格申請の重要な判定材料になっている添付写真の写真撤彩

法を今回見直し、写真織)~;マニュアノレを作成し報告した。
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-日時一一一一平成7年10月19日(ね

・場所一一一三重県総合文化七ンター

l 脱毛アンケート結果報告「脱毛/J:'，~月が病院に求めること」 効果が出にくい。今後の課題として固定方法、副作用への対処等

みずた に ~'v -r ク リニ ッ ク 7k lJJ ますみ があがってきた。

目見毛忠者が病院に求めることについて、料金面・脱毛l時の疾術、

技術面に|刻してのアンケート調査を行った結果、金額的には満足 7. H本医学脱毛協会事務局上半期日常業務発表

しているが、終痛や脱毛本数の問題を重視しており、技術面に|刻 11本低下脱主協会事務局杉本国江

して一定レベルを満たす ことを期待している。 協会事務局は、主に脱毛に関する電話相談、問い合わせのあっ

た方々に対する資料送付、活動状況の報告をする月l回の脱毛協会

2.脱毛における工夫「快適で満足の得られる脱毛を求めて」 だよりの作成、その他その時々に応じた活動をしている。

刈谷整形外科野々山たみ子 今阿は、平成7年上半期の電話の件数を都道府県別に、 また加盟

患者さんに快適で満足の得られる脱毛を行う為に①脱毛環境の 病院に対する質問・苦情、相談についてもどんな ことが多いのかを

工夫、②ガーゼの代用品として利点の多いフアインクロスの使用、 出してみた。今後私たちが配慮すべき ことの参考になればと考 λ

③より安楽な体位の工夫、 ④各部位に合わせた数極類のアイスパ ている。また、昨年12月に、大阪のエステティ ックサロンが逮捕

ツクを作成・使刷、⑤反応が強〈出やすい部位の脱毛後の処詑とし された'1If'1' に関連した重JJ きに つ いても H を追って報告し t~ 。
て、充分な水冷却とダラシンロ ーションiE布処遣を試みた。X、

冷凍庫のi品度調節を「強Jにしたね、アイスバ ックによる凍傷トラ 8 ニードノレホルダーと対桜板の新しい情報
フツレを経験したので併せて桜台した。 浜松ヒフ外科クリ ニyク 塩谷満寿美

ニ一ドルホルダーと対桜板の修思のl時にあると便利な修理工H.

3.脱毛必ポの精神I(IJでのヶアーについて を初介するとともに'AiJfiした。
~1' 立，fiIx ，可科 雌，止、j!j:;二子

他人よりも毛が多い併で梢んでいるf主将が多くいる。永久脱毛 特別講iiii

を行う事により、↑i~みが解消され精神l而でも l切るくな っ てい〈忠 1. リドカインテープ剤(ペンレス"')製剤説明

宇将;を数々見て、自分自身も成長し、毛{深来Lい、必字者iにt丸対.1して内I而而まで 円本レタダ，リ一:学:半子

足忠R札L、やるZ事iド4均力がtLH米る様になつた。 ペンレスTMの開発経総及び基本的薬理作JlI.品11作Jf!等について説

1If! L t~ 。

4.脱毛アンケー ト結果報告

福田皮府科小笠原良裕美 2.毛の再生t絶縁針の関係、についてはか

平成7年1月一8月までの8ヶ月間に至つての患者からのアンケー 浜松ヒフ外料クリニ ツク小林敏男

トハ方キを集計報告した。月別の返答率グラフと符チェック項目 1)毛の1写生理論t絶縁針について

の評価の内訳を円グラフで表わし、傾向と対策を考 λ t~ 。 また、 毛の再生について、従来からの下部毛包説、ならびに、稲葉説、

忠者からの生の戸を紹介し、今後、私達脱毛スタッフの心がまえ Bulge説、 Kim説の4つについて説明するi:i:もに、それぞれの説

を再砿認した。 にi追った絶縁針を考えてみた。また、演者の111ー毛の植毛実験か

らiHられた毛の再生に|到する情報を述べた。

5 . 月~符脱毛時成長期毛カウントの試み 2)絶紋針脱毛術(ビデオ)

みずたに}1l[クリニ ヅク伊藤忠美 絶縁針脱毛術のビデオを作成した。脱毛部位は下肢、 Vライン、

成長期毛のカウ ントをすることにより、"，院のかか λ る問題点に 版湖、鎖、頼、居。使mした絶縁針は U型、 S型、 L型、 C型。
気づかされた。課題として①手技の向 |二世志す、 ②脱-r::<!J*を君、 辿屯粂j'l'は告[S位により現干E浜松ヒフ外科クリニ ツクで行っている

識し、手技、針の選択、器織の設定を考慮する、 ③軟毛処f111の微 標準的なものを採用した。終 fまで約40分。

!氏、 ③統ーした脱-r:許可の他立、があがった。

6. UMU:n局所麻酔J'iII(ベンレス"')の脱毛l時における効果
みずたにlV千クリニアク 東川尚子

JI占布用局所麻酔~Iの宮市来に つ いて検討した。 下腿は、水冷却併

用にて貼布1h1去か ら効果があるが、肢符・Vラインは固定が縦しく
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L干I1:t!:-flj:J，l1上のモの脱モ症1日l
山崎クリニアク 森知i正夫

!;!~もttJ辻i道、ベッカ ー母t程、毛髪 i止.1，11. 31'前lの脱1:出納lを供覧し

た。 色J~に対しての治療にはレーザ一等あるが、 1こを除けなけれ

ば忠者の満足度は低L、。経験が乏しいうえ参考となる資料も少な

く、苦労というより試行錯誤している現状である為ご参加されて

いる方からのアドパイスを求める目的て出題した。3例共現在治療

中であるが、 これらの症例lの毛の治療には、悪性化などの経過を

観察できる医師の元て行う "'J、林式砂脱毛法は優れた治JJ;~1Jti、で

あると報告した。

2.久竹の1mの腕1:
きd立がちクリニ yタ ト:，ilIH二←f

23-fのk性の忠布で、テスト脱モ11年充分な説明と共に、脱1:7'，己

fまでには則1/日を要する こと、 X、テスト脱[;i去の経過にも納得

してもら って脱色を|件l始した。立;性ながらも剛1:のため、米院の

i草川:人11がはばかられ、冬はマスクをかけ、五ZはJUL色テープをち

ぎってはったりで、 1こを官l'itすことの日fEしさを改めて!必じた。友

情 も11昔<~\i:; にうつむき、笑顔のない !.I:'，-/1ーだったが、 ll!i.近ては脱℃

刻IJ*もぬいせいかずいぶん表的も IIJlるくなった。

• I~ 1時一一一平成7年11月2rI(村

・場所一一一一和歌山ター ミナノレホテル

5.脊労している腕1:，定例l
徳島庄フ科クリ ニック 五凶官l'二

46歳立;性。 ド腿j;もをi':訴に米院。絶縁針脱色術を施行。毎1"1、

胞術後2-311blより発，か、 4客告白を生じ、約lヶ月で自然消失。金属

パッチはスズのみ弱陽性(481時間、 72時間、 1週間、 ICDRG基準)。

Hair Surgery & Medicine Vo1.2. NO.lの八日市谷らの症例と同

様。原閃不明。

6.小耳症の脱毛
き曲がさクリニ ック 山下絹子

他人 との会話のtH米ない別児で、表情に乏しく意志の疎通が附

維で、{本通}J、1mの表情を凡ながらの脱毛である。耳介部分の頭部

からの切離し術を控えた段附の症例て、硬毛が多〈、耳介部分は

硬いため針の車IJ人が|村総てあった。脱毛企o)J采は良〈通常の目見1:よ

り毛の+I:f'!=は少いように感じる。現在6名の，皆、者が辿院治lti'ドであ

る。

7 縦一見l，i:と月世間化!!l杭
ひがしクリニアタ ヰE久ぷ犬

ワキの脱1:治療に!日tclIの深い脈央症と椛;翁化肢もi:の病問組織的

構造と、脱1:治療lI'f に TYiなすべき点を述べた。 目夜央多「干の H~閃で

3 rエステ脱1:・ I'I L.処聞による後遺症に↑i~ む立;性」に ついて あるアポクリン腺.エクリン腺1.t.J't皮深階、皮満点面より 1-2mm

き自がきクリニアタ LU'I'裕美 以内に分命しているため絶紋針で汗腺の処理をする場合、車11、'W(

/J.~者は、 30 -l' k性てエ ステ脱毛に l年通うが、脱℃効果が悪〈当 〈焼〈ようにしないと計二腺は こわれず治療効果I.t.少ないとおもわ

院に来院される。術前の状態は、多数の埋没毛、銃I1車、 色素沈{f れる。版協感染棋の病理NIi造をみると汗腺精造の破炭がみられ汗

が著明て向己処1]Ilをやめる事が出来ず、 |井JIjf;後7ヵJJHには、術的 腺I!'i留吉11での細幽感染によると思われ、 ニの症状を認める場合、

よりもひどい状態になった。忠者は時〈、無11で、表情の硬い人 脱毛治療をひかえたほうがよい。

でしたが、 桜気よく励まし、自己処理へのi主主、をうながしながら、

施行l時にはI'M没もの処理を徹底的に行い、埋没毛の最軽減に努め 8. ice packの減I¥¥j? 跨i末記

t~ 。 結果l年後の今、伝頼関係、も 出来、下肢も終了 lilJ :ì!iて大腿、 乳 徳島皮フ科クリニツク l:e[li'l'二

姶と胞行中である。 冷凍麻酔時に使JlJする icepackを二重包装にした。施1$i後外側

は毎同l従来した。 その結果、従来の方法t比べてより衛生的、水

4. 1奇労した脱走続{卵l もれしに〈い、街が付きにくい、保持しやすいな Eの利点があっ

刊r{HU町科医院 中谷III紀了 た。

、"，院で実際にあった脱1:に|刻するトラブノレの'1'から、℃嚢炎が

ひどかったもの、 H光過敏性皮膚炎かと，巴われるもの、脱モ後に 特別講泌

{硬奇~I;が伐っ たものと 3つの似lを発表した。 ニ のようなトラブノレを防 毛のTIFt:~*色微量| の l則係についてはか

〈ーためのポイントとして、脱毛技術のli'J1'.，忠将折持の徹底が挙 浜松ヒフ外科クりニック 小林敏リJ

げられる。 また、必-I'iさん t良いコミュニケーションを保 ち、 Jj (23ページの'1'古11.1ヒ隙J也)j研究会抄鉢の特別講iifi2と|日lじ為、 行略

ー トラブノレが起こ って も納得されるまで説明し、誠なのある刈泌 させていただきます。)

をする ことが大切である。
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・場所一一一ー リーガロイヤノレホテノレ小倉

L 感染痕対策ー当院においての工夫ー 6.毛の再生と絶縁針脱毛術について
佐野クリ ニアク 鎌l王l須賀 浜松ヒフ外科クリニ アク 小林敏男

感染旋を予防する為には術者ーが感染症に対しての認識を深め理 (23ページの中部北陸地方研究会抄録の特別講演2と同じ為、省略

解しておく事が大切。術前検査は梅毒 HBs抗原 HCV抗体をし、 させていただきます。)

l年毎の再検査を実施。感染者の施術は断る事がなく、陽性者の針

ケースにはシーノレを貼り研修時から手袋着用。使用物品の徹底し 7.色素沈着に対する治療

t~消毒滅菌を行うべきで学会内で基準を設けてほし~， 0 ちば主容形成外科クリニック 野田宏子

脱毛後に生じた色素沈着に対して時にハイドロキノン軟骨が使

2.感染症対策 アンケー ト調査を実施しての一考察 われていることに鑑み、その副作用の症状がL、かに現れるかを文

松股医院形成英作外科湯田栄子 献上より類推した。副作用の少ないイオンフォトレーンスの実施

脱毛Lt医療行為である tいう点を考えれば、十分感染症に対し 方法はまだ確立していないので、当院で行っている方法について、

て注意がはらわれなければならないと思う。現在脱毛を行ってい またそこに至った経緯について話した。

る施設が感染症にどの様な対策を tっているか、j;(の情報を得

たいと思いアンケート淵:貨を実胞し、その結果について報告した。 8.;屯気脱毛と金属アレノレギー

各施設ぱらつきがあり、脱毛学・会でのマニュアノレが必要と!惑じた。 )に分則前十山本1~t弘
ブレンド法による般向の屯気脱毛後に生じた金属アレノレギーが

3.当院での痛みの軽減法 )京I1H 考えられる皮Ji耳炎のH同lを報告 し、屯気脱毛と金属アレノレギ

IHfクリ ニアク EII'."久美 ーについて考燃した。必者は20員長女性。金属パ ッチテストで Niに

当院では、マンカやCD、暗示効果、銀f!Titi'Jのf車問、;1.1気の流れ 防性反応。ステロイドJ'iiJの外JlJで色素沈着を伐して略治。

を指て止めたり、本人に水冷却をしても らうな/:'._[夫をしていま

す。この忠者li、こ の方法て1客桶緩和が言|れると分かっていても、 9.古fJみのコントローノレを目的とした笹鎖使用の経験

手技に乱れがあれば青|れません。丁寧な操作し忠者に合った軽 第一幸&.版符

減法を合わせ、忠者と術者ていL、環境を作る必要がある t考えま 松股医院形成長在外科松藤哲子

す。 脱毛l侍のi威紡対策として、 ペインクリニツクて用いられている

誠治療に着服してみた。今回li、部伎を閣を認に限定し、上肢外側

4. 当院における絶縁針使用による8年間の経験より 疾恋、に有効であるという合谷、子三里、上肢内側疾忠に有効で、あ

徳永英容形成クリ ニック 内田美佐子他1名 るという内関に置鍛を施行し、10人中7人に減痛効果を認めたので

過去8年間、絶縁針を使用して脱毛を行ってきたが、当院で使用 報告する。

している問診表、脱毛カノレテなどを供覧し、表面麻酔クリ ームに

よる中毒およびアレノレギ一反応を来した症例、2例の術後クレーム 特別講演

の内容およびスタイン・レーベンターノレ症候群のl(YiJなEについて 脱毛時に知っておき t~ ~ 、皮膚疾宏、

新干の考察を加えて報告する。 北九州市八幡丙保健所長、産業医科大戸皮膚科F講師 沸l瞬二

脱毛11寺の皮膚トラブノレは嫌々で、訴えと皮疹の因果関係は不明

5.脱毛後の抗炎疲を目的i:LbYl連解毒湯とステロイド剤との比 も多い。病院・保険所時代30年間に経験した皮膚疾忠についてスラ

較 イド供覧した。感染症、色素沈着・脱失、 i負傷、厳痕、接触皮l膏炎、

内泊り クリニ ック 三宅啓チ 1也3J:'， 1I'，J(Il斑、巻き毛、腹手官Iなどの訴 λが多い。特に脱毛/if.1者サイドに

現在、脱毛終了後に使われている外m剤は，'t~IJn皮質ホノレモンが 立って、知っておきt:~ 、皮J音感染皮疹を中心に述べ、た。

入っているため副作用の問題が考 λ られる。 そこで当院ではステ

ロイド斉IJ を nJ~ 、ない方向に導 く ため、 llr. :i車両手議場ローションを作

成し実際使mしたところ、発赤・膨降が比較的早 〈軽減し、かなり
の効果がみ られたので報告した。
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脱毛施設符見

宮崎クリ ニック

干640和歌山県和歌山rli};j..川町2-153

SESSAヒ勺ν2F

rEL: 0734-31-7391 FAX: 0734-32-9028 

院lA宮崎孝犬

L はじめに 現在、脱宅専門のスタッフはいませんが、常勤の看護婦のうち

21院の前身は小生の父が昭和36年に|別院した勺r.:'，的外科W で、 3名が脱毛をtl].吋し、脱モ f約の人っているスタッフが脱毛を優先

干成2{pに法人化l"医1浜法人宮崎クリニック。 t名前を変更欽し が:)に行い、他が一般来続につくと いったシフトであります。脱毛

ました。 に|到しての緊急、を要する|問題は直ちに相談し、そうでない場合は

現在のピノレはや医療・健康・美容・文化の自Ilj圭と融合'をコンセプ 月一1"1のケースカ ンフアレンスをする時間営持ち解決するように

トに平成3年より改築を行い、平成5年に竣 Eしました。敷地面積 努力しております。

が187.4坪、地上8階、地下1階のピノレで、 2Fが診療所、 5-8Fがフ そのせいか、又、未だ脱毛を初めて短い期間なのか、クレーム

イットオ、スクラブ、 7Fの一部にエステティックサロンを開設。 3・ の無い ~l~は喜ばしい 二 とであります。直「に結果を求める場合の

4Fには NHK文化センターを誘致し、一つのピノレ内て医療・健康・ 脱毛、仰lλI!結婚式直前の首筋のウフ毛脱毛等Lt、7Fエステサロ

美苓・文化のニーズに答えられるように致しました(ピノレ写真)。 ンてワックス脱毛により処理しております。

ところで、和歌山市(人口約40万人)Ij.、.f11!fxllilIH人円約100万

人)の北端で大阪の南部に接して位i丘し、大阪'1'心者flより60分、 Illl 4. 2年間の脱1;診縦の歩み

Pl.j~港よリ 40分と非常に便利な所なのですがホ近畿のおまけ" 1:. 平成5{p竣..lfiiiの仮診療所時代日正に脱毛のニーズがポツポツあり、

呼ばれるように、なぜかハー ド面もソフト I(Uもあか抜りしなく、 必要に応じて純術致しておりました。その方たちの口伝えで少L

X新しいものは受り付けない "m氏↑Y があります。このような ずつY主将さんがJl'jλ、竣工直後の平成5if.5月の施術Hi'di:1は23時間

&11党のなかで、1・盟かに、楽し〈、そしてJi:し〈いきるための、 30分でした。6JIにはll!に新fJ'，数が13人f将え、あわててl台脱も裕

飽J，JtでV<it&:なF住所環境の自11jji "を 11 (".) とした ~x々の合1";1 は、円 相]ょ を購入し、 7川2011より2台核働するようになりました。.，<，ぷ5"F5

り7刊世をしいられています。 JI以降の事Ji忠打数は80人()J平均10人)施術l時r:Hは3421時1::115分(JI

平均431時11日)、千成6"Fの新忠J奇数は142人(F!平均11.8人)胞術時11日

2. 、"，院の業務 は8071時JUI20分間平均6711寺t::1)、平成7年10月迄の新忠者数1;t168人

11 院は.f11歌山の ~I刻 11 JR和歌山駅より徒歩3分の商業地で伎の (月平均16.8人)胞術l時11:1は743時間124分(月平均741時IUJ)と11回3司に

繁華街のI釘fI!IJに佼近しております。 j'l'びています。脱1;の終械は2台て、 2つの部屋で行L、地も多い 11

診JJ.t科1'1は、外科一般、紅門科、皮府科、形成外科、美容外科、 では合計 1311奇|問、 12r.の方をこなしております。(少ない日はゼロ
て特殊外来 tしては健康スポーツ外来、アレルギー外来です。そ です)器械2台と今の業務態勢ではこの位の数字が頭打ち t思われ

の{也、 lλl科的疾忠の.'.1:'.者さんも来院されるいわゆる叩]医者。的 ます。現在、脱毛器械の地数と脱毛専門のスタッフの募集を検討

性格と、外米手術七ンターを兼ねたような診療所です。業務の中 しております。

心は医療を通じての前日i目的遂行です。つまり、一般診療はも ち

ろんですがその合間にー人一人のホ意識革命"(オーバーですか?) 5.おわりに

をも行っていかねばなりません。例λl工、健成産業が盛んになっ オ ープンして未t~'2if.. よちよち歩きも出来ない状態ですが、ク

たために伝わる、、まちがった健康法かを説明して、疋しい方法(と リニックのスタッフ10名、フ ィットオ、スクラブと エステティ ック

もすれば、おもしろ〈ない方法)に導〈ことです。 サロンが21名、ヒノレの作用部門に6名U:.<の良きスタッフに恕ま

3.、'i院の脱[;

小林先生の脱モ方法l;t大学病院勤務時代より興味を持っており、

ベッカー!辻f)E等の':!::1iーさんに試したニともあリ、その治療成mの
Rいことは経験i汗みでした。

峻[!IIjに小林光州、 卜:.IU先生、次笠先生、制川先生の泊先生}J

t n'r会い、お訴し を1日lうことで、、"，ヒノレのコン七プトには勺l見1;"
は欠かせないものであることが解ってきました。 そこで、竣正直

前にデンタノレエステとして準備していた剖1Mを脱毛主に変』どして、

平成5.!pよりクリニツク|刈・で脱毛を開始致しました。

26 

れ、なんとか一人歩きがH'r米るようにとがんばっている毎11です。

* '1 L: ~t的脱 E術は l百療のひと つであるという -'i えから、 7F のエステティックサロ

ンでな<2F の，，~療所内でIX~恥行:' "1紛が行っ て U る .



ピル外観

JまY.l，"庁、右側が人il、々(1引が受付

脱毛布

エステサロン (7F)

フィット 4スクラブ(5Fフモル)

6 

診療所(2F)

①エントランス

②豆H
③藁/;j

④待合室

⑤診察室

⑥特X'J待合室
⑦脱主宰l

⑧手術室l、2(脱毛室2)

⑨X線事

⑩事務室
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述l&

安全で、確実な脱毛術

提供のためには

認定4帥 l鈴木盟代子

1.忠者対応について

脱毛1$jを行うにあたり /t~者への配慮はとても大切で

ある。初回脱毛の来院は、いろいろな不'交感、緊張感

等でいっぱ¥、であ り、それを取り除〈 一歩はまず挨拶

から。看護刷、受付の「おはよう ございますJfこんにち

は」の笑顔での挨拶は、必者の緊張感を取り除くために

はとても大切な事である。

1)信頼|則係

信頼関係をまず作らなければ、 l'見E;はスムース‘に進
行しな L、。テスト脱毛はもちろんのや、脱毛の};法、

脱毛の進行状況、皮府の状態等の充分な説明を行い、

脱毛に関して不信感がないようにする。

2)コミュニケーション

IJ足主 I~ 1、，也名ーとのコミュニケーションをとる事によ

り、 忠者の情報収集ができ、また、会話によ り痔痛へ

の緩和につながる事もある。

8'立するAU立会話に夢11"になり、 l'見もがおろそかに

ならない卒、 2台で脱毛を行う場合は必ず/J.:~者を加えた

会話をする 'Ji:を忘れてはならない。

3H本位

どの官IH立を行う場合でも、術者のやりやすい体位で

はなく、 必ずf中心の安楽な体位を心がける。しかし、

いくら安楽で、も長時間jの同一体位はつらく、 怠者の様

子を見ながら体位を変えていく工夫も必要である。

4)柊:1ifi

11見毛を柊痛なして行う ことは考えられないが、それ

を「少しでも軽減する こと はできる。氷のあて方の工夫、

1回の冷却の脱毛本数、正確な針の車11入、査|の選択、脱

毛条件(出械設定)、これらを考応、し、 IJえ毛を進めてい

もちろん脱毛1-11はコミュニケーションを十分とりな

がら気持ちを紛らわせること も終痛の軽減につながる。
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-信頼関係

-コミュニケーション

-脱毛術

5)脱毛後

帰宅後の不安がないよう にアフターケアの説明を充

分に行い、異常があったり心配に思う ことがあれば直

ちに連絡をしていただく ことを忘れてはな らない。

簡単な項目に分けて、 IJ兎毛中の忠者への対応、をあけ‘

てみたが、 これらを念頭におき、いつも忠者の立場に

なって対応したいものである。

2， lli後に

IJ見毛に来院される忠者は、自分は毛が濃いと，思って

いる人がほとんどで「毛深い」という 言葉にとても敏感

である。 しかし、本人の口から「自分は毛深い」という

言葉が出ても、それに賛同せず、適切な対応が必要に

なる。

「毛深い」という悩みを持つのも lつの病であり 一般に

病気で病院を訪れる忠者と同じように核し、かつサー

ビス業である ことも念頭においてJ芯者の納得のいくよ

う誠心誠立業務を行わなければならないと思う。

また、忠者に気持ち良〈帰っていただくことができ

れば、次恒|の再来院、更に友人等の紹介につながるの

である。



教育委員会だより

第3回教育委員会

の報告

知立I軒皮満科平良常子

第2回日本医学悦毛学会中部・北陸地方研究会終了

後、ひき続き第3回教育委員会が開催された。今回、 23

人の院内指導士の参加があり、 事前のアンケー 卜にも

とづき話し合いが進められた。

1.議題

1)教育委員会の、開催日時、世話人係の決定

2)教育委員会への院内指導士以外の参加について

3)脱毛使用する物品の消毒法について

4)最近の11足毛針、 出力、通電時間の選択について

2.議事内容

1)開催日時(年2回)

. 1月総会

・8、9、10月中部北陸地方会あるいは関西中園地方会

(1月の総会時に決定)

世話係

・Aブロ ック(総会時担当)

北海道・東北地区、関東地区

.Bブロ ック(地方会時担当)

中部北陸地区、関西・中国・四園地区、九州・沖縄地区

2)教育委員会への院内指導士以外の参加については、

原則的にはお断りすることとし、特に希望があれば、

委員長の判断で傍聴のみ許可する。

3)脱毛に使用する物品の消毒法について

①アイスパックの消毒方法

-ほとんどの施設で薬剤につけて消毒。

-二重の袋を使用 して外側IJの袋のみ捨てる。

②針の消毒方法

・エフゲンにて消毒している施設が大部分で一部方、ス

滅菌を使用している施設もあった。

③脱毛時のスタッフの手の感染予防

-素手てや行い、 脱毛後手指の消毒をする。

-手袋に関 しては感染症の時のみ使い捨てて他はヒビ

テン消毒のみの施設しすべて使い捨てとしている

施設があった。

-開催日 一一一平成7年10月19R

・会場 三重県総合文化セ ンター

④感染症の患者について

-脱毛をしない、 またはエイズ患者のみしない。

・ゴム子袋を使用し、抗体(+)のものが脱毛する。

-梅毒で治療の必要のない患者のみ手袋を して行う。

4)最近の脱毛針、出力、通電1時間の選択について

① C針について

a)下肢、肢街、ビキニラ イン、男性の顔

出力:6-6.5、通電時間1/4x 1 

b)肢街(麻酔時)

出力:7-7.5、通電時間1x1

②初診で使用された針の選択が不適当と考えられた時

どうするか。

-次回の再生率をみて再検討する 0

.初診時の針をそのまま使用。

・一定期間試用し、次回の針交換H寺に再検討する。

③針交換の目安

-顕微鏡下にて使用不可と判断されたら交換。

以上のような実態報告であった。また、以下のような

意見も 出た。

・針はエフゲンで殺菌されているか不安。

-針を含め、 lfIl液の付着するもの、直接JIJLに触れるも

のは全てディスポーザフツレとする のが理想的。

-手袋を使用すると脱毛しずらいとの意見もあったが、

原則的には手袋を使用する方向に向かうべき 0

・c針使用時の出力が強い等の問題点。
各施設で今後の検討をお願いしたい。

おわ りに

感染症の問題等を考 えると血液の付着するも の、直

接肌に触れるものは全てディスポーザ、ブノレとするのが

理想的で、各施設にて少しずつできるものから改詳 し

ていたfごきたいと考える。

今回の研究会は質疑も 多く とても~況fごった。 また、

現場の悩み等がなごやかなムードの中で話し合われた。
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認定委員会だより

第4回認定委員会

認志委II長若松信吾

• RII寺一一一平成7年12月17日

・場所 浜松ヒフ外科クリニ ック

・出席者一一伊藤美恵子、大橋弘子、 水谷!智子、吉田サチコ、

若松信吾

・申請者数:20名 ・合格者数 20名 ・更新者数・64名

-事務局より

12月17日の理事会において、認定証の登録苦手号に関して、平成

4年の認定詰IJ度発足時よりの通算番号をつけてほしいとの要望が出

されました。更新もふまえた上、検討の結果、認定された年度を

頭に、次に国有の番号をつけることと致しました。

平成7年度7月以前の認定証にI到しましては平成8年の総会後に書

き腎えを行います。

-合絡者 … 20名

学会案 内

関西・中国・四国

第3団地方研究会の

お知らせ(第1報)

-日時一一一一平成8年10月9日附 13:00-16:00 

・場plf- 一一徳島皮フ干十クリニック 2F'3F 

・テーマ 実際に脱毛術をやりながら、見ながら、語り合いましょう。

・研究会秘書(問い合わせ先):小西哲子

・参加申込先・徳島皮フ科クリ ニ ック

干771-01徳島市川内町加賀須野419-3

TEL:0886-65-7027 

FAX:0886-65-7211 

大西直美(谷口形成クリニック)/井上紀代(佐野クリ ニック)/三沢香(械北病院)/中原美代子、 福士千晴(ゃんべ皮}昔科クリ ニック)/

大谷旦美、f田i潤子、阿部美食江((にしげクリニック)/LlJ凹直子(ごきそ/)<フ科クVニツク)/山川愛、玄紀子(形成外科ひがしクリニック)/

鴻上佐智子(皮膚科|踊l問佳子医院)/南陸代(四本皮フ科クリニ ツク)/本田真由美(横浜ベイクリニツク)/東川i尚子(みずた仁智子クリニック)/

山本須賀子(山本皮フ科)/飯盛ゆかり(奥村皮フ科)/大坪晴美(ち 1;(英司手形成外科クリニ ツク)/山田珠紀(札帆形成外科病院)/

平井美智代(徳島皮7科クリ ニフク}

-更新者..・ 0 ・64名

水谷智子、伊藤恵美(みずたに .f~l -f クリニツク) /名手日芳子、 i菜野純子(ちば主等形成外科クリニッタ) /値村久美、 鎌倉真紀子((にしげクリニック) /

問中照代、岡問真由美(杉本Ji存形成外科)/村上典子(松股医院形成美容外科)/平良常子(知立南皮膚科)/永吉利子(四本庄フ科クリ ニツク)/

石丸千穂、坂 t由紀(佐野ク リニック)/石川修一、波部淳子、歌川明美、 川上浩子(櫛浜ベイクリニ アク)/吉富節子(正僚ヒフ科クリニック)/

戸田朱美、菅原洋子、 山田五月、鈴木節子、村松千代子、高木やよい、 jg旺lふじ代、伊藤美恵子、塩谷満寿美、 i原馬奈美、

小木曽重子(浜松ヒ 7外科クリニック)/大橋弘子、鈴木豊代子、安川美晴、杉本久美{福岡皮膚科)/松藤哲子(松股医院形成美等外科)/

本田かおる、 友利裕美子(九山診療所)/松井いずみ(札幌スキンケアクリ ニツク)/吉江定子(エザキクリニック)/伏川並利子(セブンベルクリニッ ク)/

松村政子(当山形成外科)/辻井由利子、小川朝子、糸井まゆみ(城北病院)/山下絹子、河原留美子(き白がきクリニ ツク)/

鈴木規夫、 岡田繭美、木下由紀子(日脱皮膚科分院)/深沢久子(タカハシクリニ ツク)/吉田サチコ(徳ぬ庄フ科クリニ ック)/望月喜久美(甲府クリニック)/

中込知香子、大羽みよ子、松浦利子、iJl下食代(渋谷ビューティクリ ニック)/高橋加代子、岩崎加代子、永井美幸(弓皮ふ科医院)/

石井隆美(河合皮膚科医院)/)I[口英昭、越中屋美佳(川口クリユ γク)/平田忠子(行徳クリ ニツク)/松木美和、内問美佐子(徳永英容形成外科クリニック)
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投稿規定

Hair Surgery & Medicine 

投稿規定

1. 原稿の種類と内容

Hair Surgery & Medicine(日本医学脱毛学会機関誌)は、下記

論文を掲載する。

投稿原稿は、総説ないしそれに準ずる論文(依頼原稿)、原著、

症例報告、治験論文とする。

内容は、原sIJとして毛に|刻する外科的治療をあつかったものと

する。

2.投稿者の資格

投稿は、原HIJI:して、日本医学脱毛学会会員とする。ただし編
集委員会の認めた場合はこの限りではなし、。なお、非学会員(共著

者を含む)の投稿については受理しない ことがある。

3. 原稿の受付と掲載、 ~IJ fHt

(1)投稿規定に従っていない原稿係編集委員会において受理しない

こともある。

(2)受け付けた原稿の採否は編集委員会において決定する。掲載決

定した原稿li原則として返却しない。

(3)原JlIJとして原稿は論文として未発表のものに限る。本誌掲載後

は他誌への転械を禁ずる。

(4)投稿論文の原著、旋{卵l報告、治験報告は、 1800字以内とする。

依頼原稿については、 3600字以内とする。図表はその中に含め

るものとする。

写真は、原則としてモノクローム写真とする。役税論文の原著、

症例報告、および治験報告は6点以内、依頼原稿は12点以内 と

する。サイズliサービス版程度の紙焼きとする。写真は文字数

に合まない。

(5)投稿論文は、原目IJとして刷り上がり2頁以内li無料とする。た

だし、規定を越えた分については、実費を著者負担とする。ま

た、図・表については写摘が必要な場合は、著者負担とするこ

とカZある。

(6)治験論文については、全て有料とする。

(7)総説論文は別冊を100部作り、費用は無料とする。その他に関

しては有料とし、 50部を単位として論文投稿時に申し受ける。

4 校正

著者校.iF.は、原HIJとして1回のみとし、誤植、組版の談りを直す

に止め、内等の書きかえは許きれない。

5.書式

(1)投稿に際しては、連絡用紙 として、組名、著者名、連絡先(校

正送付先)、勤務、所在地、電話番号、その他の連絡事項を明

記した用紙を必ず添付する ニと。

(2)原稿の送り先は HairSurgery & Medicine編集局宛とし、書

留郵便で郵送するこ し

〒771-01徳島市川内町加賀須野419-3

Hair Surgery & Medicine編集局宛
(3)投稿原稿(写真・図・表)は原本l部、コピー2部を提出することと

する。

(4)原稿はワープロ原稿とする。

(5)使用機種を明記してワープロフロッピーを添付することが望ま

しし、。

(6)外国人名、地名は原字で書〈こと。

(7)数字は算用数字を用い、数量の単位は下記による。cm、011、I晴、

mg/dl、ng、%など。

(8)原稿の第1頁には、題名、著者名、所属施設名、日本諮5ヶ以内

のキーワードを記載する こと。本文は第2頁より苦Aき始める。

(9)図、表、写nは、それぞれ別々に綴じ、!順番を付す。写真は裏
面に番号、上 Fの別を記載するこし 写真の説明文は、 ~IJ紙に

記す こと。

(1的 研究・症例・特集論文の本文は『はじめに』、『対象と方法』、『結

果』、『考案』、'まとめ』、r参考文献』の順に分けて執筆する こと。

〔例1Vo1.2， NO.3 P73-74を参考

6.引用文献

文献は重要なもののみに U'め、本文中の引用箇所に順次番号

をつけ、本文の末尾に一括して次のように記載する。

・定刊誌の場合は

番号)著者名 (3名まで、以下は、他):題名、雑誌名、巻 。最初

京一最終頁、発行年(西暦)

〔例11)松永佐世子、大岩久美子、 ðj~井智香子、{也I名・

II~I主症の臨床経過と病理組織学的所見、皮膚、 27 : 875-885、

1985 

2) Bllrns MK，ElJs，CN，Dllell E，et al:lntrale 

sional cyclosporine for psoriasis，Arch Dermatol， 

128 : 786-790.1992 

・単行本の場令は

番号)著者名:題名、書名(編集者名)、 引用巻、版数、発行所、

発行I也、発行年(西暦)、引用頁の順に記載する。

〔例13) Stewrt SE V irlls stlldies in hllman 

leukemialymphoma，Proceedings of the 

International Conference on Leukemia 

Lymphoma(Zarafonenetis C]D Ed)，Lea and 

Febiger，Philadelphia，l968，152-153 

(1994年4月1日制定)
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平成8年日本医学脱毛学会役員

-理n{.-J:{若松信吾

干116東京都荒川区西尾久2-1-10

東京女子l重大附属第2病院形成外科

TEL:03-3810-1111/FAX:03-3810-1512 

目見毛t.院内指導士認定委員長、字会雑誌編集委員長

.P世帯石}II修一
〒221 神奈川県繊浜市神奈川区三ッ iR_I: ~r2 - 18

ジアパンス201

横浜ベイクリニック

TEL:045-320-2491I FAX:045-320-1319 

-理事小林敏男

〒430静岡県浜松市旭町11-1プレスタワー2F

浜松ヒフ外科クリニ ック

TEL:053-454-75751 FAX:053-455-2271 

指導施設関連委11長

-理事鈴木晴恵

〒603京都府}王将IliI;北区 上賀茂符ヶ垣内町99

域北病院形成外科

TEL:075-721-1612/FAX:075-701-7399 

地方研究会企同委 l~長

-理11¥正月続逸夫

〒373n下馬県太問i1i飯田町593 キクヤスピル2F
タカノ、シクリニック

TEL:0276-48-14161 FAX:0276-86-6070 

会li全委lt長

.P[<I¥野区l宏子

干260千草県千葉市中央区新町3-3民巳ピル3F

ちぱ長存形成外科クリニック

TEL:043-247-52321 FAX:043-241・7114

4務町長

.l'1l郁松本敏明

〒060札帆市北区北九条丙3 高野ピル3F

tLI見スキンケアクリニ アク

TEL:011-728-41031 FAX:011-728-1 103 

治験委員長

中央研究会開催委員長

-理事水谷智子

〒514三重!Hil!rli新町1-12-11

みずたに智イークリニアク

TEL:0592-23-4645/ FAX:0592-27 -9025 

教育委員長

-院本鈴木弓

〒370 Itf ，!_I~ 1¥1高崎市片岡町1-13-21 神間ピル2F

弓皮ふ科1:'<院

TEL:0273-22-20131 FAX:0273-22-2014 
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編集後記

本誌も、皆様のご援助のおかけFて、 3iJ'.目

を迎えることができました。特に、日常業

務でお忙しい中、本誌の編集にご協力項い

ている編集委員やレフリーのご協力には大

変ありがたく思っています。

1995年度日本医学脱毛学会雑誌最優秀論

文には須凹喜代弥先生(横浜ベイクリニツ

ク， i償浜市)の書かれた「顕微鏡で絶縁針チェ

ックJが、編集委員の投票により選ばれまし

た。おめでとうごさいます。今後の主主々の

ごi舌E躍を期待します。

(編集委員S.T.)

-パ、ツクナンバーのお知らせ

Vol.lNo.2-4、VoI.2No.2-4をご希望の

方は編集局までお申し込みくださ L、。 1if1t
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|三議三い弘知必ぇmふレ|
HR-5000むjCE電気凝固機IME 

IMEの電気凝固専用機は世界中で愛用されています二
医療用具承認(018)第1552号、アメリカFOAA44574日、ヨーロッパCE申請中
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12年前の第1号機から、

2，000台を超す現用機まで
設計の変更は全く行って

それほどf言頼性があり

IP-18特認識電気麻酔器IME 
性能は最高に/価格は最低に設定いたしました.グ

医療用具承認(06臼)第0765号

l皮膚表面麻酔
無侵 襲 局所麻酔

無侵襲薬液電気導入

この種の電気麻酔器は常時多用されるものではありません。

で、もクリニックに1台あれば便利というものです。

コスト・1¥フォーマンスは。

販売代理I吉にお問い合わせください

陰極は深い麻酔深度の達成と貼付電極における

イオン熱傷の発生を防いでいます五

当社では設計段階カ、らコストの引下げに努力し

ました。 電極は4サイズ、 薬液密封型でA生食水

l 発売元Hf子Aj製吋ZfZ会;ゴコ | 



[初めての、透明ミストファンデーション
型から若々 しい顔に変える、新テクノロジー誕生

7?ノテ-/3/~

hJ1. 

パリと東京の研究所で共同開発

独自の変身機能・成分配合に成功

世界に先駆け、 MPC(ミルクプロテインコンプレックス)と

独自成分のエアロ化に成功。ソフトエアロベール

が地肌を変化させながら、シワ ・タルミ ・シミ

を目立たなく見せ、引き締ま った若々しい

容貌に、 一日'-11っくり変えます。従来のカラー

ファンデーションにプラスするだけで、いままで

に得られなかった変身を実感。補正ランジエリー

のような整顔効果を実現します。

9lememo 
肌モデ)，図

f記水円フアノデーンヨノだけで フェイスチエ〆ンヤーをスフレー ソフトエアロベールが形成され
は肌円~llIU I ~J~) にぬる'仰 すると回附ニフアノデーけ〆 る軒山[U I /)(内叫 I~出リ リメモ・フェイスチェンジャー

ィ、"1舵で 1'1-').リにU門ヨすい がカプセル化され フラ，fIーヘる ?リアミスト世イブ

I(EN ?RODUCT 

50mt 9，800円(税抜)

(主l!成分 I~Rロイヤルゼリー・iルクプロテイン・報恩ハチミツ)~音)

無香料・無着色アレルギーテスト済み
すべτの人じアレルギーが1<1ないという制?ではが11せん

ケン・プロダクツではリメモシリーズをはじめ、新分野 〈物理機能性化粧品 〉の開発に取り組んでいます。

.お問い合わせ、資料請求は一一一ケン・プロダクツ株式会社干106東京都港区西麻布4-8-31レジデンス西麻布401TEL.03-3409-5150(代表)


